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ＯＰ．逆再生の『ラ・カンパネラ』












『八月十日十六時二十分、犯人が発砲して、ひとりが死ぬ』






　五分後に人が死ぬ。

　誰かにそんなことを聞いた覚えがして、私は時計を凝視した。

「いいか、全員動くな！　こっちには人質がいるんだぞ！」

　銃を持った犯人は、目の前にいる。






　私の名前は黒崎くろさき伶花れいか、二十六歳。警視庁捜査一課の刑事だ。

　八月十日十六時十五分現在、事件現場に居合わせて、ショッピングモールの納豆の棚の近くで目立たないよう息を殺している。

　銃は私も隠し持っているが、まだバレていない。

「いいか、ご主人様が演説を始める。全員、拝聴するように！」

　現場に設置されたスピーカーからは、逆再生されたフランツ・リストのピアノ曲『ラ・カンパネラ』が流れ出す。

　それをＢＧＭにして、機械音声が響いた。

『ククッ、諸君。ショータイムだ。諸君の目の前にいる犯人は私が洗脳している。名は高木たかぎ。善良な地方公務員である彼の妻は、第二子を妊娠中だ』

　こんなふざけた演出をする犯人は、ただひとり。

　MuteMaestro（ミュート・マエストロ）……ここ十年ほど、数々の事件を起こしている有名なサイバー犯罪者クラッカー。






「マエストロの操り人形……！」

「連続事件の犯人だ……」






　どよめきの中で、善良な地方公務員は銃を人質に突きつけている。彼のように洗脳されて事件を起こす犯人を、人々は『マエストロの操り人形』と呼んで恐れていた。

『彼には人質を殺したのち自殺するよう暗示をかけておいた。音楽が音を楽しむことを強要するように、私は諸君らに犯人の死を楽しんでもらいたい』

　人質の女性には子どもがいるようで、近くにいたおじいちゃんに守られながら泣きじゃくっている。

「おかあさんをたすけて。おかあさんをたすけてよう」

　早く助けてあげないと。

　内心では焦って心臓が騒いでいるのに、無線に報告を送る自分の声は妙に冷静に聞こえる。

「こちら黒崎。犯人は銃を手にしています」

　私が喋る声は感情の抑揚に乏しくて、事務的だとよく言われる。

　こっそりと気にしているのだが、事件対応では「冷静で助かる」と褒められることもあって、何事も一長一短だ。

　片耳に着けたインカムからは、上司の声が返ってきた。

『こちら佐藤さとう。黒崎、状況確認した。洗脳されている犯人の危険性と人質の安全を考慮し、正当防衛および現場制圧のための発砲を許可する。ただし、極力人命を優先しろ』






　MuteMaestroの洗脳による突発的な爆弾テロや銃撃事件が多発したことで、かつて平和だった日本の治安が悪化し、警察は迅速な発砲許可を下す社会に変わった。ある日、突然人は死ぬ。

　犯人を捕まえても責任能力がない。

　諸悪の根源である洗脳者は、霧のように捉えどころがない。

　この未曾有の事件に対して、警察組織は犯人特定に全力を注いでいる。

『現代社会はギスギスしている。不寛容で窮屈な社会だ。そう思ったことはないか』

　私たちが現場を鎮圧しようと動く中、黒幕は演説を続けた。

『ＳＮＳではレスバトル文化が過激化し、なにげない発言が簡単に炎上する。高ストレス、格差社会、働く世代に負担が集中する少子高齢化社会。生き苦しい。自分が苦しいから楽をする他人が許せない。自分が苦しいのだから他人も苦しくなくては不平等だ』

　黒幕が『ならば、平等に滅ぼう』と邪悪に唱えると、彼の操り人形が動き出す。

「ご主人様の理想はこの夢も希望もない世界に破滅と混沌を齎もたらすこと……俺はこの命を賭して混沌の一幕を担おう！」

　夢も希望もないって言うけど、あなたはこれから子どもが産まれるんでしょうに。……止めないと。

　私が隠し持っていた銃を両手でグリップして構えると、隣から「俺が行く」という声が届いた。

　私の相棒バディ、烏間からすま慧みどり先輩だ。






　黒いコートに黒髪の烏間慧先輩は二十八歳。

　高校時代からの先輩で、出会った頃の彼はピアニストになる未来を嘱望されていた。

　容姿端麗、家柄もよくて、財閥家の次男と三拍子揃っているエリートだったが、ピアノも辞めて、昇進も断っている変人の元キャリア組だ。

　実は私と彼は酔った勢いで昨夜寝てしまい、今朝は家の近くのショッピングモールまで送ってもらった仲である。

　買い物にも付き合ってくれた。

　ブラックカードで支払いをしようとするのでドン引きしていたところ、人質立てこもり事件が発生したのだ。






「烏間先輩。今日は私に任せて下がっててください。なんか先輩死にそう」

「は？　笑えない冗句だな。お前こそ後ろで大人しくしてろ」

「は？　って言うの好感度低いですよ、先輩」

「知るか。話は後だ」

　烏間先輩はさっさと駆け出している。

　いつもは頼もしい姿が、私には処刑台に向かって全力ダッシュしているように思えて仕方ない。

「二度と話せなくなるかもしれないって言ってるのに」

　風を孕はらんでふわりと広がる黒いコートを追いかけた私の目には、犯人が銃口を先輩に向けるのが見えた。咄嗟に、力いっぱい床を蹴る。

「烏間先輩！　大人しくして！」

「くっ!?」

　体当たりするように烏間先輩にぶつかり、私たちは二人一緒に倒れ込んだ。ダァン、という銃声が響いて、銃弾が虚空を通り過ぎていく。危機一髪だ。

　銃弾を回避できて先輩が救えた、と思ったのは束の間、倒れ込む私たちの目の前にはＡＴＭがあった。

「ぎゃっ」

「ぐぇっ」

　ガツン。不運。

　私はＡＴＭに額を打ち、自分の下にいる烏間先輩の上から体を退どかして膝をつく。

　衝撃に揺らぐ視界が気持ち悪いが、アドレナリンが分泌されていて体が動く。






　人を撃つのは怖い。間違っても軽はずみに引き金を引いてはならない。

　撃っていいのは、相手が凶器を持っていて、説得の余地がないとき。

　撃たないと誰かが殺されるときだ。

「撃ちます」

　私は犯人の手に自分の銃口を向けた。






　照準を覗く一瞬、自分の手が遠くまで伸びたような錯覚を感じる。

　人類は道具を作り、他の動物では成し遂げられない偉業を成してきた。銃も、そのひとつ。

　人を害することもできれば、人を救うこともできる。

　私が撃つのは、救うためだ。






　引き金を引く一瞬、昨夜聞いた烏間先輩の言葉が脳裏に閃く。

『許さない』

　MuteMaestroは、烏間先輩のピアノのコンクールを邪魔したことがある。

　烏間先輩はその事件をきっかけに、復讐の道を選んだのだ。

『人生を賭けて毎日時間を惜しんで努力してきて、一生に一度の勝負をしようってときに、それを邪魔してなにが楽しいんだよ。性根の終わってる犯罪者が蔓延る世の中なんて、絶対に俺が許さない』






　犯罪者と戦う道。

　それは正義だ。

　でも――私は彼のピアノが好きだったな。

　……もったいない……。






　――ダァァン……。






　銃声が響く。

　私の弾は真っすぐに放たれ、吸い込まれるように犯人が握る銃に命中した。

「ぎゃあぁっ！」

　衝撃に銃を落とし、手を押さえて膝を突く犯人を、素早く駆け寄った烏間先輩が拘束する。

「頭を狙ってもよかったのに」

　彼の口から、秘めた黒い感情が小さな声になって空気を震わせた。耳を疑う言葉だった。

「烏間先輩。この犯人は洗脳されていたんですよ」

「他人の命を脅かした時点でこいつは悪だ。洗脳というが、正常な判断力を失っていたからと言って、事件を起こした罪が許されていいのか？　こいつは、MuteMaestroの仲間――」






　くらくらと眩暈がした。

「洗脳されただけなら、仲間とは断定できません。先輩、それ、他の人には言わないでくださいよ。問題になります……」

「……黒崎？　白眼剥いてるぞ、おい。大丈夫か？」

　頭が重く、体の感覚が鈍く、視界が暗くなっていく。

　インカムからは、佐藤課長ではなく、少年の声が聞こえた。






　――――ザザッ……






『伶花お姉さん。好きな人、生かせたね。さあ、ぼくたちのゲームを始めよう』






「…………だれ……？」






　その後、私は意識を失い運ばれて――記憶は曖昧になってしまった。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　目を開けると、病室のベッドの上にいた。






　トラバーチン模様の天井に、清潔感たっぷりの消毒液の匂い。視線をずらすと点滴がある。

　腕に目をやると、白いシーツの上に、自分の長い黒髪がふわりと広がっていた。

「ここ、は？　病室……？」

　声が掠かすれていて、身体が重い。

　額に鈍い痛みがあって、そのせいか思考は霞かすみがかかったようだ。

　ぼんやりしていると、男性が声をかけてきた。

「目が覚めたか、黒崎。お前は頭を打っている。あまり動くな……俺がわかるか？　自分のことが思い出せるか？　お前、バーガー屋で寿司が出てきたような顔になってるぞ」

「お寿司は好きです」






　目の前にいるのは、俳優みたいに格好いい人だった。

　声もいい。柔らかな低い声で、静かな夜の湖面に広がる波紋のよう。

　乾いた心に美声が染みる。そういえば喉も渇いている。

「黒崎。喉が渇いてないか？　ほら、水だ」

「ちょうど喉が渇いたなと思ったところでした。ありがとうございます」






　自分のことがわかるか、と問われて、私は記憶を探った。

「えっと……私は……田中れいかです。二十歳。確か、入院してて。病室で乙女ゲームをしていて……うーん。あんまりはっきりと思い出せない……」

　すると、目の前の美男子は眉間に険しい皺を作った。どうしたの。

「お前の名前は黒崎伶花。俺は相棒の烏間慧だ。覚えてないのか？」

　黒崎伶花と相棒の烏間慧？

　まるで昨日プレイしていた乙女ゲームだ。






　悲劇の悪役キャラ、黒崎伶花。

　彼女の回想シーンに出てくる「ゲーム開始前に死んでしまった相棒、烏間慧」。






　そこまで考えて、天啓のようにある考えが浮かんだ。






「もしかして、流行りの悪役転生したんじゃない？　私の前世が田中れいかで、たぶん死んじゃったんだ！」

「黒崎……田中れいかは流行してる漫画『れいか様は告白待ち！』のキャラじゃないか」

　彼は顔を歪め、「俺のせいだ」と呟いた。

「今、医師を呼んでくる。俺を庇ったせいでこんな……可哀想に。俺が責任を取るからな」

　漫画キャラ？　言われてみると、そんな漫画があったような気がする。

　ということは……どういうことなんだろう？

　ちょっとわけがわからない。






　私が疑問を持て余していると、医師が連れてこられて、診察タイムが始まる。

　診断の結果は『一時的な記憶障害』。

　私は頭を打ったことで記憶障害を起こしている、らしい。






　身分証明書と鏡を見せられ、自分の身の上を説明された私は、自分が黒崎伶花であることを受け入れた。

　医師や烏間慧には言わないけど、教えられた以外の知識が私の中で渦巻いている。






　黒崎伶花は、潜入捜査官なのにデスゲーム運営組織の黒幕に惚れて悪の女幹部になってしまうキャラだ。

　彼女は不特定多数の男と関係を持ち、妊娠して出産と同時に死ぬ運命にある。






「……あれ、でも……烏間慧さんはゲーム開始前に人質立てこもり事件で殉職するはずなのですが。生きてますね？　なんで生きてるの？」

「く、黒崎……！　俺のせいで本当にすまない」

　イケメンが私の言葉にショックを受けて罪悪感を覚えている姿は、ちょっと萌えた。しかし、続く言葉はぶっとんでいた。

「結婚しよう。家事は全部俺がやるし、金の心配もいらない。仕事はやりたければやっていいし、辞めたければ辞めてもいい。俺がお前を死ぬまで責任持って面倒見るからな」

「やだ、なんか重いこと言われてる。いきなり結婚？　どうしたらいいの？」






　責任を感じているらしく沈痛な表情をしている烏間慧は、とりあえず顔がいい。

　鼻筋はすっとしているし、目元は涼やかで、背も高い。

　いい匂いもする。黒いロングコートが似合っている。テレビドラマに出てきそうなイケメン刑事さんだ。






　見た感じ、なんだか無傷で、ぜんぜん死にそうにない。

　頭に包帯を巻かれたり、点滴を受けたりしてボロボロなのは私の方なのである。






「まあ、生きてるのはいいことですよね。これからよろしくお願いします、烏間先輩！　捜査官格好いいな。うん、悪くない転生だと思う。破滅も回避できると思うし……がんばろうかな！」






　その日から、私の破滅回避作戦が幕を開けた。

















１．　デスゲーム運営がスタッフを募集している












　相棒だけあって、烏間先輩は面倒見がいい。

　たった一日だけの入院期間だったけど、彼は付きっ切りでお世話をしてくれた。






　退院の日、八月十一日。

　先輩は私が住んでいるアパートの近くまで送ってくれた。

　ひとり暮らしの狭い部屋は不思議と安心感があって、「ずっと前から住んでる私の家なんだな」と思った。

　両親は他界していて、遺影がある。隣には、おばあちゃんの遺影も並んでいた。これが私の家族か。

　ラベンダーの香りのお線香があったので火をつけ、香炉に立てて、手を合わせておいた。






「こっちがエアコン用のリモコン。これはテレビ用かな」

　試すようにテレビの電源を付けると、ぞっとする映像が流れていた。






　場所はスタジオ。

　アナウンサーやイケメン俳優が首輪をつけられ、等間隔の輪になって椅子に縛られて座っている。






　流れているＢＧＭは、逆再生の『ラ・カンパネラ』だ。

『公共の電波は私が乗っ取った。これから楽しいデスゲームの時間だ。これから諸君には人狼ゲームをしてもらう。ゲーム内での死を迎えると、首輪に仕込まれた毒針が首を刺す』






　機械音声が愉悦の感情を伝えてくる。

　見ているうちに、犯人の名前を思い出せた。

　有名なサイバー犯罪者――MuteMaestroだ。






「このキャラ、乙女ゲームの悪役キャラだ。うわぁ……本当にデスゲームしてる……ゲームの世界、やばい」

　震える手でどこかに電話をかけようとスマホを取る。

　でも、どこに電話して何を言うの？

　脳内でシミュレート……職場っぽい電話番号にかけるとする。






私「テレビでMuteMaestroが事件を起こしてる映像が流れてます」

上司「知ってるわボケ、対応中で忙しいから引っ込んでろ、お前は退院直後で戦力外なんだからせめて足を引っ張るな」






　……こんな感じ？　電話したら邪魔しちゃう？






　思考に溺れているうちに、恐ろしいデスゲームは進行した。

『きゃあぁっ！』

　女子アナの悲鳴が画面から聞こえて、ビクッとして画面を見ると、イケメン俳優が死んでいた。

「ひっ……」

　端正な顔が恐怖と苦痛に歪んでいる。

　助けを求めるように左手を伸ばして、右手は首輪を掴んで。

　首輪周辺の皮膚は毒々しい紫に変色していて、血管が浮いていて――怖い。やだ。トラウマになっちゃう映像だ。

『ククッ、最初の犠牲者が出たな』






　MuteMaestro……なんてひどい。こんなのが暴れてる世界、怖すぎる。

　震えながら映像を見ていると、スマホが着信音を鳴らした。

「……！　烏間先輩！」

　電話に出ると、聞き慣れた美声が響いて、ホッとした。






『黒崎。もしかしてテレビを見ているか？』

「は、はい」

『お前は退院直後だ。今できる仕事はないし、重度の暴力や殺人事件の映像はＰＴＳＤの原因になる。俺たちは業務上過度のストレスに晒されやすい仕事だから、ストレス管理は生命線だ。感情移入しすぎるな。自己防衛をしろ。今は刺激の強すぎる映像を見ないようにして、安静に寝るように』

　ごもっともだ。でも。

「わ、私に何か、できること……」

『今日のお前には寝る以外に求める仕事はない。何かできないかと焦る気持ちはわかるが、ないんだ』

「ない」

『何かしようとするだけ足手まといとも言える。だから諦めろ』

　冷たいようで、優しい言葉だ。

　私を案じてくれているのが理解できたから、私は先輩に従ってテレビの電源を切った。

『それでいい。いい子だ。憎らしい犯罪者や哀れな被害者のことを気にしないのは難しいが、がんばれ。おやすみ』

「が、がんばります……おやすみなさい、烏間先輩……ありがとう、ございました」






　烏間先輩が「これでいい」と言ってくれたおかげで、事件から目を背けて安全なベッドで眠ることの罪悪感が少しだけましになる。

　でも、その夜はなかなか寝付けなくて、ようやく眠っても悪夢ばかりを見てしまった。






　夢の中で、俳優が「助けてくれ」と私に訴えかけてくる。助けてあげたいのに、何もできずに殺されてしまう。

　無力な私を見て嗤わらうのは――MuteMaestro。

「く、悔しい……っ」

　なんとかしたい。

　待って？　……できるじゃないか。

　ハッとした。

　私は黒崎伶花だから、彼の部下になれる。

『これからあなたたちには、デスゲームをしてもらいます！』

　あのセリフは、乙女ゲーム本編では伶花が言うのだ。






「だ、だったら私……っ、部下になったふりをして、あなたを捕まえる……！」






　だって、私の中にはゲームの記憶があるじゃない。怖いけど、きっとできる。






　助けられなかった犠牲者に誓おう。

　――私が、MuteMaestroを逮捕してみせる。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　八月十三日。

　職場復帰の朝は、烏間先輩が黒のＳＵＶ車で送迎してくれた。






「黒崎。俺はコーヒーを買ってくる。先に行っていいぞ」

「はい、烏間先輩……」






　先に行ってろと言われたけど、警視庁の内部がまだ思い出せてないんだよなぁ。

　きょろきょろと周囲を確認していると、藍色の帽子をかぶった少年がはらりとハンカチを落とすのが見えた。

「あ、ハンカチ落としましたよ」

「ありがとう、お姉さん」






　少年は、痩せ気味だ。

　目はくりくりしていて、活力にあふれている。

　首筋に三つの黒子があって、なんとなく印象に残った。

「お姉さんは、転生した人ですか？」

「……へっ？」

「前世のことって、どんどん忘れちゃいますよね？　代わりに自分のことを思い出してますか？」

「な、なに？」

　変なことを聞かれている。答えはイエスだけど……えっ、なんで知ってるの？　怖っ。

　不思議なことに、前世の記憶はどんどん抜け落ちていく。

　今朝の時点ではもう田中れいかが別人のように思えた。

　代わりに現世……黒崎伶花の記憶が少し思い出せるようになってきた。

　もう「自分の名前は？」と問われて迷うことはない。

「お姉さん、お名前は？」

「私は……黒崎伶花」

　趣味はバイオリン。

　部屋にバイオリンがあったから試しに弾いてみたんだけど、弾きたい曲を体が覚えているようで、ちゃんと弾けた。演奏は楽しい。

「お姉さん」

　少年の黒い目は、なんだか吸い込まれるような引力があった。

「忘れそうなことはノートに書いておくといいですよね、お姉さん」

　そうだな。

　今のうちに覚えていることをノートに書き留めておこうかな？






　ぼんやりしていると、烏間先輩が駆け寄ってきた。黒いコートを翻す姿は、テレビドラマのワンシーンみたいに格好いい。






「黒崎。待っててくれたのか。独り言、曲がり角の向こうまで聞こえてたぞ。待たせて悪かったな……ほら、コーヒー」

「あれ、私、独り言こぼしてました？　覚えてない……コーヒーありがとうございます。私の好きな缶コーヒーですね、これ？」

「思い出したか。俺の方がお前のことを知ってるって変な感じだな」

「あはは。いや、でも少しずつ思い出してるんですよ。すぐに私の方が私に詳しくなります」






　さて、復帰したての私は、烏間先輩と一緒に会議室に向かった。






　MuteMaestro事件を追う捜査本部の空気はピリピリしていた。

　最近、世間を騒がせている連続失踪不審死事件――通称「デスゲーム事件」がMuteMaestro絡みと認定されたのと、「この人物が怪しい」と強く疑われる人物が浮かび上がってきたからだ。






「この事件は世間の注目度も高い。慎重かつ迅速に進めろ」

　貫禄のある刑事部長が一言述べて、佐藤課長が具体的な報告を続ける。

　五十代半ば、髪に白髪が目立ってきたのを気にしている佐藤課長は、ゲームヒロインの父親だ。

　眼光は鋭く、娘には甘々。ゲームでは黒幕におびき出されて死んでしまう。

「例の失踪事件と不審死の件で新たな情報が入った」

　大型スクリーンには事件の時系列と写真がデジタルボード上に整理され、赤いラインで接続されている。






「クロノス・エンターテインメント。渋谷に拠点を置くベンチャー企業だ。ＩＴ分野、特にＶＲゲームやＳＮＳイベントで急成長中だが、この会社内に、裏で違法な『デスゲーム』を運営している組織がある……というタレコミがあった」

　その通り。私は深く頷いた。

　クロノス・エンターテインメントは、悪の組織を内包している。

　無関係の一般社員もいるが、トップのＣＥＯは黒だ。






「ＣＥＯの廿楽つづらシオンは、MuteMaestroの疑惑がある」

　これも、その通り。

　廿楽シオンは、今をときめく三十代前半のカリスマ起業家。

　裏の顔は、MuteMaestroだ。社員の一部を洗脳して、デスゲーム運営をさせている。

　それにしても顔がいい。

　欧米系のハーフらしいが、銀色の長髪に紫の瞳をしていて、中性的。現実離れした美貌だ。

　こんなに綺麗なのに、腹の中は真っ黒で、残虐で、人を人とも思っていないのだ。






　黒崎伶花は、この男に利用されてボロボロになって死ぬ運命なんだ。

　……絶対、そんな目に遭わない。私はこの男を逮捕してやる。






「気分が悪いのか、黒崎？」

「あ、いえ。平気です、すみません」

　私がスクリーンを睨みながら口元を手で覆っていると、烏間先輩が顔を覗き込んできた。私のことをよく気遣ってくれる先輩は、絶対的な味方の安心感がある。刑事キャラだし、正義のヒーローだ。

「無理はするな。具合が悪くなったら俺に言うんだぞ」

　保護者みたいな口ぶりで囁く烏間先輩は、距離が近い。






　そういえば、今朝思い出したんだけど、私たちは酔って一夜を共にしたことがあるんだよね。思い出してびっくりしたよ。

　衝撃の事実だけど、先輩はどう思ってるんだろう。

　記憶が正しければ私は……実は初体験だったのだけど……思い出すと色々意識してしまって困る。

　考えないようにしよう。

「顔が赤いぞ黒崎。熱が……」

「ないです。どうぞ、お構いなく」

　烏間先輩は私の体調を気づかいすぎだと思う。あまり見ないでください、照れちゃう。






「会議に集中しないとです、烏間先輩」

「そりゃまあ、そうだな」

　私が雑念にとらわれている間に、会議が進んでいる。






「――拙速な動きは逆効果だが、時間をかけている間に被害が拡大する一方だ。クロノス・エンターテインメントは証拠隠滅が上手い。表の事業で世間を騙し、裏の動きは徹底的に隠す」

　佐藤課長が腕を組み、視線を私に固定する。

　そうそう、設定資料集に書いてあった。

　私は潜入捜査に選ばれるんだよね。適材なんだ。

「そこで、潜入捜査を決めた。内部から証拠を掴む必要がある……この求人を見てくれ」

　スクリーンに求人票が表示される。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






『クロノス・エンターテインメントでは即戦力を募集しています！』






　業務内容：

　次世代ＶＲゲームおよびオンラインイベントの企画・運営サポート。

　ＳＮＳを活用したプロモーション活動（コンテンツ制作、ライブ配信アシスタント）。音楽・パフォーマンスを活用した没入型エンターテインメントの開発補助。社内イベントやクライアント向けプレゼンテーションでのパフォーマンス。






　応募資格：

　20～30歳までの意欲的な若手（学生可、新卒・第二新卒歓迎）。

　チームでのコミュニケーション能力、柔軟な発想力。

　ＩＴリテラシー（ＳＮＳ運用経験や基本的なＰＣスキルがあれば尚可）。






　歓迎スキル：

　バイオリン、ピアノ、その他楽器の演奏経験（プロ・アマ問わず）。

　特に、即興演奏やライブパフォーマンスの経験がある方を優遇。ミスタッチの少ない方歓迎。

　英語力（ＴＯＥＩＣ７００点以上または同等レベル）があれば尚可。






　求める人物像：

　限界を超える体験を創造する情熱を持った方。

　新しいエンターテインメントの形を一緒に開拓するチャレンジ精神。

　プレッシャーの中でも冷静にパフォーマンスを発揮できる方。






　待遇：

　時給１５００円～２５００円（スキルによる）。

　交通費全額支給、社員食堂完備、社内ジムとスパ利用可。

　クリエイティブな環境でのスキルアップ機会多数。






　応募方法：

　履歴書・職務経歴書に加え、自己ＰＲ動画（１分以内）または演奏動画（任意）を添付の上、専用フォームよりご応募ください。

　備考：

　クロノス・エンターテインメントは、「限界を超える体験」をテーマに、ＶＲやＡＩを駆使した新しいエンターテインメントを世界に発信しています。

　音楽やパフォーマンスは、私たちの没入型コンテンツの核となる要素。

　バイオリンやピアノのスキルを持つ方は、社内イベントやＶＲゲームのサウンド演出で即戦力として活躍できます！






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






「限界を超える体験でデスゲームをするな」と求人票につっこみたくなっちゃう。

　落ち着け、私。つっこんでも本人には届かない。

　衝動を抑え込み、私は手を上げた。

「はい。私はバイオリンが弾けます。ぜひ潜入役をお任せください！」

　烏間先輩が心配そうに眉間に皺を寄せているけど、私は自信満々だ。何も怖くない。

　だって、ゲーム知識があるんだもん。攻略し放題だよ？

　ゲームでは悪役サイドに堕ちたけど、今世では正義の捜査官として黒幕をお縄に付かせてあげるわ。






　クロノス・エンターテインメント。廿楽シオン――待ってなさい！

















２．　潜入作戦は相棒と












　乙女ゲームには、びっくりするような過激な展開がある。

　プレイヤーは基本、操作キャラのヒロインである葵桜あおちゃん視点だけど、視点は完全に固定ではない。

　私は、悪役女幹部の黒崎伶花が痛い目に遭うシーンを覚えている。






　伶花は潜入開始直後に惚れ薬を飲み、シオンに心酔する。

　洗脳された彼女は、デスゲームの運営組織で大活躍。

　決めセリフは「これからあなたたちにデスゲームをしてもらいます」だ。






　そんな彼女は、不特定多数の男と肉体関係を結ぶ。

　だが、実は望んで抱かれたわけではない。

　黒崎伶花は、レイプされるのだ。

　例えば、こんな風に……。






　ある日、伶花は廿楽シオンを信じて甘い夜を期待して部屋についていく。

　そして、シオンではなく複数の男に襲われる。






『伶花。君は、まさかこの私に抱いてもらえると期待していないだろうね。身の程知らずの発情期のメス犬め』

『シ、シオン様……？』

『ふん。私がお前のようなメス犬を抱くと思ったのか？　お前たち、この身のほど知らずの女を可愛がってやれ』

『い、いや……っ！　やめて……っ！』






　男たちに好き勝手に尊厳を犯された伶花は、父親が誰かもわからない子を妊娠する……。






　ああ、乙女ゲームの闇が深すぎる。

　女の敵、廿楽シオンめ、覚えてろ。






「まず、惚れ薬で惚れないようにしよう」






　秘密のゲーム攻略ノート帳にペンを走らせ、私は『廿楽シオン打倒計画』を開始した。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






「黒崎。潜入は俺がひとりで担当するから、今からでもお前は後方待機で……」

「烏間先輩。ちょっと電話かけますねー！」

「電話をかけるような知り合いを思い出したのか。回復が順調で安心した」

　この先輩、いい人だな。心の底から喜んでくれているのが伝わってくる。

　私はスマホを取り出し、連絡先から「雪村ゆきむら英詩えいし」を選んだ。






　乙女ゲームの人気キャラでもある雪村君は、二歳年下。

　飛び級でハーバード大学を卒業している天才で、薬理学チームのエースだ。

　年下だけど同期でもあり、何かあった時のために電話番号を交換している。電話するような仲じゃないけど。

　プルルルル。

　呼び出し音が一回鳴ると、早口な声が響く。

「黒崎さん、どうしました？　番号渡したきり一度もかけてこなかったあなたが電話してくるなんて、嬉しいな。明日は空から金色のブタさんでも降ってくるのでしょうかね。そういえば頭を打ったと聞きましたが１＋１はわかりますか？」






　彼は乙女ゲームでも「愚鈍な女は嫌い」と公言していて、クールで毒舌っぽい喋り方をすると好感度が上がる。日常会話で咄嗟に知的とか言われても困るんだけど。

「１＋１は２ですし１×１は１です。雪村さんって意外とつまらない質問するんですね。小学生に電話しちゃったのかと思いました。空から金色のブタさんって言い方も子どもっぽくて、ふふっ、ブタさんお好きなんですか？」

「ああ黒崎さん。あいにく僕は忙しくて寝言に付き合う暇はないのです」

　ぷつっ。

「あっ」

　電話を切るなぁ！

　失敗を悔しがっていると、烏間先輩が肩に手を置いて後ろからスマホを見ていることに気付いた。






「黒崎、お前、雪村と親しいのか？　楽しそうに話していたな」

「今、親しくなろうとして失敗したんです」

「俺がいるのに他の男と親しくなる必要あるか？」

「それがあるんですよ。ありすぎてありの王国作れちゃうくらい」

「じゃあ俺はキリギリスの帝国でも作るかな」






　王国と帝国作ってる場合じゃない。

　次は用件だけ言おう。

　もう一度電話をかけると、雪村君は出てくれた。

「雪村さん。惚れ薬の中和薬を作って欲しいんです」

「あぁ、風の噂で烏間先輩が黒崎さんにベッタリになったと聞いてましたが、やっぱそういうの。やってんな黒崎伶花」

「変な誤解しないでください！　潜入先で使われるので対抗したいんです！」

　惚れ薬の簡易分析の結果はかろうじて記憶していたので、私は攻略ノートに書いたのを読み上げた。

「容疑者が扱う惚れ薬はピンクの液体。飲んだ被害者は容疑者に異常な好意を抱きます。今は手元にありませんが、サンプルからはオキシトシンの誘導体、おそらくフェニルオキシトシンが検出されました。ドーパミン誘導体とセロトニン系化合物も。詳細はあなたの専門でしょう。お願いします」

「へえ」

　電話の向こうで、雪村君が眼鏡をそっと押し上げる音が聞こえた気がした。

　好奇心と探求心に目を輝かせる知的美青年のスチルが目に浮かぶようだ。






「フェニルオキシトシンですか。オキシトシン受容体を過剰に刺激するタイプですね。ドーパミンとセロトニンが関与するなら、報酬系と感情の連鎖を誘発する薬です。ＨＰＬＣと質量分析で分子構造を確定……」

「あーあー、すみません雪村さん。読み上げた以上の難しいことはわからないんですけど、とにかくなんとかお願いします！　頼りにしてます」

「録音するから最後のもう一度仰っていただいても？」

　あっ、烏間先輩が電話切っちゃった。






　雪村君はその後、中和薬を颯爽と持ってきてくれた。

　仕事が早い。

　さすがゲームキャラ。有能すぎる……。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　八月二十六日、朝。

　クロノス・エンターテインメントの求人に採用された私の潜入準備は万全だ。






　中和薬も用意できたし、廿楽シオン好みの香水も買ったし、巨乳派のシオンに気に入られるべく、胸にパッドを詰めて寄せて上げてデカ盛りにしてみた。シャツの前を大胆に開けて谷間を見せていこう。

　あと、メイク。

　ゲームでの伶花はメイクの腕が下手で、素材のよさを台無しにしていた。

　そこで今回、私はメイク動画を見て練習し……烏間先輩に「お前、もしかして雪村といい感じになっておしゃれしてるのか？」と訊かれたくらい。






「雪村君との仲は前よりよくなったと思いますね。ちなみに、この外見、雪村君には『今田いまだ美桜みおかと思った』と言われたんですよ。私、自信があります」

「お前は前から美人だよ。外見弄ったくらいでデレデレする男に懐くな。しかも他の女の名前を出して褒めるとは」

「烏間先輩、今田美桜は女優さんの名前ですよ。女優さんに似てるって言われたら嬉しくないです？」

「俺が女優に似てると言われたことがあると思うのか？　参考までに俺は大谷翔平が好きだ」

　何の参考にしたらいいんだろう、その情報。






「今度一緒に野球観戦するか？」

「ははあ、デートのお誘いでしたか」

　烏間先輩は野球が好きらしい。

「潜入前にそういう約束するのって、死亡フラグじゃないですか……？　やめません？」

　野球は置いておいて、お仕事だ。

　私たちのクロノス・エンターテインメントでの初仕事の現場は、ｅスポーツ大会の会場だ。

　スタッフルームで集合したときに「ＣＥＯが母の形見のオルゴールについて語る動画」を見せられ、惚れ薬入りの栄養ドリンクを飲むことになったが、私たちは中和薬のおかげで正気を保てている。

　あやしまれないよう、廿楽シオンに心酔した芝居は打つけどね。

「黒崎。廿楽シオン様は母親の形見を大事にしてるんだな。音が出なくなったオルゴールを寂しそうに見つめる眼差しに殺意が湧くほど愛しくなったよ。浮気ではないがあの野郎を俺は愛してる」

「烏間先輩。野郎というのは愛情表現なんですよね、わかります。シオン様のために仕事できるなんて最高ですね……烏間先輩のことも好きですけど」

「黒崎。今の『好き』はよかった」

「お気に召していただけて嬉しいです」

　潜入上の設定として、私と烏間先輩は恋人同士になっている。

　理由は「内緒話がしやすくなるから」だ。

「黒崎。肉料理とスイーツが別腹みたいなものだ。俺はシオン様も好きだが黒崎も愛している」

「烏間先輩。私は申し訳ないんですけど二股しない女なのでシオン様だけ推そうかなって思い始めてます」

「シオン様が肉かスイーツかだけ教えてくれるか？　俺は逆の料理になるから」

「シオン様は……毒入りカクテルかな……」






　薄暗い会場には、紫と青のゲーミングカラーの光が交錯する。

　巨大な画面に映るゲーム映像は、高画質で格好いい。

　観客の歓声が会場全体に満ちている。会場に設置された複数のブースで同時にゲームプレイが行われて、ゲーム音や拍手があっちでもこっちでも湧いていた。






　ちなみに、この盛況な会場に、廿楽シオンは来ない。

　彼は音や音楽に対する感受性が高すぎるからだ。






　その特性は、彼という人物を攻略する重大な足がかりとなるだろう。知識は武器だ。






　薄暗い会場で雑務に追われていると、藍色の帽子の少年とすれ違った。

「お姉さん。お仕事がんばってね」

「ありがとうございます！　あれ、君、あのときのハンカチの子？」

　振り返ると、彼はこちらを見ることなくホラゲーのブースに歩いていった。

　ホラゲーの大会ってなに？　ホラゲープロとかいるんだろうか。謎である。

　しかし、謎を気にしている暇はない。






「黒崎。演奏の準備もしとけよ」

「烏間先輩も」






　私たちは演奏スキルを買われてスタッフ入りしたので、演奏の仕事がある。

　あと二試合終わったら出番だ。

　全ての会場内音響装置が突然停止し、ゲーム音も声も聞こえなくなる。「音響トラブル発生か？」と思いきや、スタッフが実はプロ並みの演奏家で、突然クラシック演奏会が始まってみんながポカーン。

　ゲーム目当てで集まったお客さんに嫌がられないか心配になる内容だ。

　アンチ寄りの観客を楽しませる、というのは、廿楽シオンの試験だ。






　彼は、音楽のほとんどが不快で嫌いなのに、「この音楽は不快ではない。快い」と感じた経験がある。それで、疑問を抱いている。

　不快な音楽とそうじゃない音楽の違いは何か。

　不快と快の境界はどこにあるのか。

　それを気にしていて、人の心を大きく動かせる演奏家を探しているのだ。






「あ、攻略キャラがいる」

　会場の一角には、乙女ゲームの攻略キャラでもある人気プロゲーマーのアザミがいた。

　派手なピンク色に紫のメッシュが入っているツーブロックショートヘアの美青年だ。

　年齢は十八歳で、ストリートファッションが特徴。

「アザミさんがいる！　きゃーっ」

「うっせえー、まじここうっせえ」

　あっ、今の声、ヒロインの葵桜ちゃん？　隣にいるのは幼馴染キャラだ。

　会場に来てたんだな。佐藤課長が胃を痛めてそう。

　ゆるふわの茶色いウェーブヘアをしたヒロインちゃん、葵桜ちゃんは、佐藤課長の娘さんなのだ。年齢は、十九歳。

　さすがヒロインオーラがあって、可愛い。

「ん……佐藤課長のお嬢さんがいるな」

「烏間先輩もお気づきですか。あの子、課長に行くなと言われたのに推しに会いに来ちゃうんですよね」

「なんか詳しいな、黒崎？」






『みんな、応援サンキュ！　感謝の気持ちとラブを籠めて、心のオムライス奢ってやるぜ！』

　配信者アザミは歓声にこたえて声を上げた。オムライス好きなんだ、この人。

　なんだかお腹が空いてきちゃうな。

　身体を動かしていると、お腹空くよね。この会場は賑やかだからお腹が鳴っても平気なのがいいところだ。






　お腹の音を気にしていると、観客席の端で不穏な動きが目に入った。

「あっ、不審者。銃刀法違反者です、烏間先輩」

　違反者は、黒パーカーのフードを被った中肉中背の男。推定四十代。

　シオンの配信ブースに向かって突進していく手には、ゲーミングライトを鈍く反射させる刃物が握られている。

「烏間先輩……早っ」

　烏間先輩は、すでに動き出していた。慌てて私も走り出す。

「アザミ！　この前、野良でマッチングしたときに俺のことキモいって笑っただろう！　あのせいで推しのアイドル候補生ちゃんにも笑われたんだ……俺の恨みを思い知れ！」

　男は叫び声を上げながらブースに迫っていく。

　その進路には、藍色の帽子の少年がいた。

　――いけない。

　藍色の帽子に黒い大きめのパーカー、毛先が少しはねた黒髪に、つぶらな瞳。少し痩せている少年は、何度か会っているせいか、名前も知らないのに親近感がある。

　――助けなきゃ。

「きゃーっ」

「え、なになにっ？」

　近くの観客が悲鳴を上げる中、私たちは男に飛びかかった。

　烏間先輩は男の膝裏を蹴ると同時に男の肩を後ろから引いて仰向けに倒れさせ、バランスを取ろうと上がった右手首を掴んで凶器を落とさせた。

　私はピンヒールで男の股間を踏み、刃物を没収する。

　周囲には人だかりができて、すぐに警備員が飛んできた。

「踏んでる」

「えぐい」

「殺人未遂だよ、やば……」

　ざわざわとする声を聴きながら、一芝居打つ。

「シオン様の主催するゲームイベントを邪魔しようなんて、許せません！　ぐりぐり」

「黒崎。股間を踏むのは見てる俺もつらい。やめてやれ」

「あ、はい」

　足を離すと、代わりに烏間先輩は男の首に両手をかけた。

「動くなよ。締めるぞ」

「ひっ」

　先輩、絞め殺さないでくださいよ。

　殺意を感じますよ。

　なんか、私より先輩の方が悪堕ちしそうでひやひやする。

　この人、なんか行き過ぎた正義感を拗らせて犯罪起こしちゃうタイプだったり？　大丈夫？

「烏間先輩。殺しちゃだめですよ」

「ああ。もう警察が来たし」

　念を押すように言うと、彼は大人しく警備員に男の身柄を譲ってくれた。






　目が怖いし、眉間の深すぎる皺も気になる。

　烏間先輩の方が犯罪者みたいな顔してるよ。警備員も怯えてる。物騒な先輩だなぁ。






　警備員が男を引きずっていくのを見送っていると、何人かの観客がスマホカメラを向けていた。衝撃トラブルとしてＳＮＳに拡散されたりしそう。

　私は息を整えながら、烏間先輩と視線を交わした。






「大丈夫ですか」

「大丈夫か」






　同時に言った瞬間、鋭い刃のようだった烏間先輩の黒い瞳がふわっと和らいだ。

　それを見て私の心はふっと軽くなり、張り詰めていた糸が柔らかくほどけたように安堵した。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　数分後、大会は再開して、まるで何もなかったかのように会場は活気を取り戻した。

　プロゲーマーのアザミはアクシデントにも大きな影響を受けず、華麗なプレイを見せて勝利し、ファンを喜ばせていた。確か、乙女ゲームでは刺されてしまって、入院するんだよね。怪我しなくてよかったよ。

「そこのお姉さん！　俺の勝利をあなたに捧げます！　あなたが守ってくれたおかげです！　オムライス食いにいきましょーっ！」

　アザミがぶんぶんと手を振る姿は、どことなく大型犬を彷彿とさせた。

「お仕事なので、気になさらずに」

　お誘いを丁重に断ると、ちょっとしょんぼりしている。アザミ、なんか可愛いな。表情がくるくる変わって、「表も裏もありません！」って感じ。ファンに人気がある理由がわかるよ。

「黒崎。お前、もしかして年下が好みか？」

「烏間先輩。今の会話を聞いてました？」






　一試合、二試合と過ぎていき、時間が経過するにつれ、観客もプレイヤーもこの会場で起きた事件を忘れていくようだった。喉元過ぎれば熱さを忘れる？






　それにしても、黒幕の廿楽シオンじゃないけど、ずっと声援と爆音が流れてるのって結構ストレスだ。他の人たちは平気なんだろうか。

　私が気にしていると、音響が止まった。

「え、トラブル？」

　あちらこちらから声が上がる。

　企画の時間だ。

　会場の空気に困惑と不安が漂う中、司会者がマイクを握り、ニヤリと笑った。






「皆さん、ご安心を！　ただいまからゲリライベントをお届けします。我々、クロノス・エンターテインメント社のイベントスタッフによる、クラシックプチ演奏タイムです！」






「えーっ」

「なにそれぇ」

「なんでｅスポ大会でクラシック。あはは」

　賛否両論というより否の方が多い雰囲気。

　でも、もう後には引けない。

　スポットライトが中央のステージを照らしている。

　そこには、黒いグランドピアノとバイオリンが準備されていた。私たちの出番だ。

「ゲーマーになんでクラシックを押し付けるんだろうな。奴の考えはわからん」

　烏間先輩はぼやきながらも、嬉しそうな目をしていた。

　シャツの袖をまくりながらスタインウェイのピアノの前に座る彼は、姿勢がよくて雰囲気がある。その美男子っぷりに、会場の女子たちがはしゃぎだした。

「えっ、あのおじさん格好いい。俳優？」

　二十八歳はおじさんか。ガキめ。

　おっといけない、心に一滴の闇成分が。ｅスポーツ、特にＦＰＳ界隈などでは、反射神経や集中力の関係で十代がプロゲーマーのピーク、二十代はもう年寄りって言う人がいるんだよね。わかる。でも音楽の世界では違うから。

　私はニコニコしながらガキ、もといお客様に流し目を送った。

「あのスタッフ、めっちゃ強かったよね」

「あのおば……」

　おばさん呼びは許さないよ。

　渾身の眼力で訴えると、無言の圧力は勝利を収めたようだった。ふう。

「黒崎、お前、今……」

「烏間先輩。気にしないでください」

　私は気を取り直してピアノの傍らに立ち、バイオリンを構えた。

　――演奏、楽しみましょう。

　アイコンタクトをすると、烏間先輩は小さく頷いてピアノの鍵盤に指を置いた。

　――♪






　会場が静まり返る中、低く響く和音が空気を震わせる。

　お手本のように上品でお行儀のいい、ショパンの「ノクターン第二番」のイントロだ。






　しっとりとしたピアノの音色が、まるで夜の海のように会場を包み込む。

　私もバイオリンでメロディを重ねた。

　さっきまでのサイバーパンクなムードがクラシックに染められていくのが痛快だ。






「ガチクラシックじゃん」

「俺、ストリートピアノ好きだから嬉しい」

「バイオリンのお姉さん、超美人」

　漏れ聞こえる観客の声は、意外と反応がいい。

　そういえばストリートピアノはネットでも動画がいっぱいアップされている人気コンテンツなんだっけ。






　会場の様子を気にしていると、藍色の帽子の男の子がトコトコと近寄ってきて、ピアノの近くに銀色の硬貨を置いてくれた。

　投げ銭だ。

　目の前でその子がかがむ一瞬、首筋に三つの黒子が見えて、それが妙に心に残る。

　可愛い子だし、ゲームに出てきたキャラかもしれない。うーん、思い出せない。






　――♪






　考えながら、弓を滑らせ、甘く切ない音色を響かせる。

　ゲーミングライトが私たちの動きに合わせて揺れ、紫と青の光が音に溶け合うようだ。いい演出。

「……」

　ざわめきが静かになり、演奏の音を邪魔しないように観客が気を付けている。

　それがわかって、嬉しくなった。









　ピアノの力が大きいと思う。

　烏間先輩のピアノは力強くも繊細で、私のバイオリンを支えながら、時に主導権を握る。

　滑らかに黒と白の鍵盤の上を動く手付きは色気があって、誰かが「なんかエロい」と呟くのが聞こえて、共感してしまう。私は、彼のピアノが好きだ。






　演奏を終えると、拍手が波のように広がった。

　司会者がステージに飛び出し、マイクで叫ぶ。






「どうですか、このサプライズ！　スタッフの烏間さんと黒崎さん、実は格闘も演奏もできちゃうスーパースタッフだったんです！」






「すげえー」

「スーパースタッフ。あはは！」

「配信とかしないのかな。もっと聞きたい」

　うけてる、うけてる。

　藍色の帽子の少年と葵桜ちゃんも、並んで満面の笑顔で拍手してくれている。

　私はバイオリンを下ろし、烏間先輩と軽くハイタッチした。

　恋人設定のノリだからか、眼差しが甘い。

　先輩は演技も上手いんだなあ。

　彼が私の肩に軽く手を置くのを見て、司会者は調子に乗った声を響かせた。

「それになんと、二人は結婚を控えた恋人同士でもあるのです！」

　設定を盛られてる？

　結婚を控えてるなんて言った覚えないけど？

　拍手と歓声に包まれて私が目を白黒させていると、先輩は当然のように私の手を取り、指先にキスをする仕草を披露した。






「わあぁっ」

「素敵ー！」

「えー、相手いるのー？　ガチ恋しかけてたのに」






　割れんばかりの歓声は、「アンコール！」の声に変わっていく。

　ちょっとびっくりしたけど、イベントは大成功だ。

「烏間先輩。イベントがうまくいってよかったですね。これ、たぶん数日後に呼ばれて正社員登用コースですよ。社長に会えます。そこで気にいられたら、デスゲーム運営になれちゃいます」

「黒崎はこの件で妙に楽観主義だな。そう上手くいくか？」






　イベントを終えた私たちが首尾を話していると、首から社員証を下げている男性に呼び止められた。

　ほら、来た。思ってたより早かった。






「君たち、お疲れ様。突然だが、明日は本社の社長室に来てくれ。社長が話したいってさ」






　烏間先輩にニヤリとしてみせると、肩を竦ませる仕草が返ってきた。

　さあ、どんどん攻略しちゃいましょ！






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　八月二十七日。

　こちら黒崎。ただいま、ターゲットに接近中。






「二人の本日の予定としまして、まず弊社ＣＥＯの廿楽シオンとの面接。そののち、場合によっては配属先にご案内します」






　クロノス・エンターテインメントの本社ビルは、外も内も自然を強く意識したデザインだ。

　敷地内には葡萄のように房状に咲くジャカランダと真っ赤なブーゲンビリアが咲いていて、中に入ると天井が緑に覆われている。

　カーペットも芝をイメージした緑色で、壁には大きな窓が多く、雰囲気がいい。






　社長室に先導してくれたのは、乙女ゲームの攻略キャラでもある社長秘書（海外スパイ）の春峰はるみね芳雄よしおさん。二十八歳。

　くしゃっとした天然パーマの茶髪に黒ぶち眼鏡をしていて、ゲームの設定通りならあんぱんが大好物だ。






「あの、これ買いすぎちゃって。もしよかったらおひとつもらってくれませんか」

「あんぱん好きなんですよ。ありがとうございます、いただきます」

　ゲームでヒロインちゃんがそうしたようにあんぱんを押し付けると、春峰さんは受け取ってくれた。

　これ、あげればあげるほど好感度上がるんだよね。

　日課にしようかな？　海外スパイキャラ、味方にしたい。

「先に中でお待ちください。社長は少し遅れてまいります」

　春峰さんに案内されて、私と烏間先輩は、社長室の重厚なマホガニーのドアをくぐった。

　シャボンのいい香りがする。






「失礼いたします」






　烏間先輩と揃ってお辞儀しながら、内装を確認。

　中央に黒革の応接用ソファセット。

　入り口から向かって右側にはカラフルな魚がゆったりと回遊するアクアリウムが設置されていて、左側にはコネクティングルームのドアがある。

　奥に社長のデスクがあり、その背後には一面の窓が絶景を見せていた。いい部屋だ。






　不思議に思ったのは、ゲームでは背景イラストが出ていたはずなのに、私の中に社長室の記憶が断片的にしかないことだ。

　例えば、ソファがあるとか。そんな認識。

　考えてみるとスチルの映像としての記憶が全然ないや。忘れてしまったのか。

　文字でノートに情報を残すことはできるけど、美麗なイラストは私が再現して残せないもんね。






　乙女ゲームは、確かナレーションがあったはず。

『ノイズを嫌う彼の部屋は地上の喧噪から切り離された、別世界のよう。静かで、少し寂しい印象だと母が言っていた』

　私の脳内では、なぜか藍色の帽子の少年の声で再生されていた。






「どうぞおかけになってお待ちください」






　春峰さんは黒革の応接用ソファセットに座るよう勧めてくれた。

　このソファ、嫌だな。伶花やヒロインの葵桜ちゃんがシオンに押し倒されるソファだ。

　テーブルの上にはオルゴールがある。これはシオンがインタビューでも語っていた『母の形見のオルゴール』では？

　社長室とはいえ、応接用テーブルの上に置いてあるとは意外……。






　オルゴールを気にしていると、香り高い紅茶がテーブルに置かれ、廿楽シオンがやってくる。






「やあ。遅くなってすまない。廿楽シオンだ」

「お目にかかれて光栄です、烏間慧と申します、シオン様」






　烏間先輩が先に立ち上がって挨拶をした。

　名前を呼ぶのは、「名前を呼ばれると好感度が高くなりやすい」というネームコーリング効果を狙ってのことだ。

　反射神経の差を感じながら、私もそれに続く。






「黒崎伶花です。オルゴールの音って、金属感があるのに温かみを感じますよね、シオン様」

「ああ。そのオルゴール、もう鳴らないんだ。君たち、なんだか名前を呼びすぎだな。控えめにしてくれたまえ、気になってしまう。私は繊細なんだ」

「はっ、失礼いたしました」






　廿楽シオンは長い銀色の髪をうなじのあたりで結わえていて、前髪は片側が長く紫色の綺麗な目を覆っている。

　サイドの髪はゆるく垂らしていて、透明感があって儚い雰囲気の美男子だ。

　その美貌のかんばせにひとさじの寂寥めいた感情を滲ませて言うので、破壊力は抜群。惚れ薬を使わなくてもこの表情だけで魅了できそう。

「君たちの活躍は聞いている。ＳＮＳに拡散された動画配信が人気だよ。クラシックの選曲はよかった。私は音楽に厳しいのだが、最後まで不快にならずに聞けたんだ。音楽は理屈で説明できない部分がある。私はそれが気になっていてね、はっきりしないとモヤモヤするのもあって、個人的に音楽の快と不快の境界について研究しようと思っているんだ」

　シオンは黒革のソファにゆったりと腰を沈め、オルゴールを大切そうに手に取った。

「このオルゴールは子どものころにもらったのだが、キンキンした音が苦手だった」






　紫の眼差しは、とても世間を騒がせている犯罪者には見えない。

　不思議と、母親に置いていかれた孤独な子どもを連想させる。






　シオンは優雅な所作で紅茶を味わい、話を戻した。

「……アクシデントに素早く対応してくれてありがとう。あのまま配信ブースに突っ込まれてたら、うちの評判が地に落ちるところだった」

「は、ありがとうございます、シオン様」

　私は背筋を伸ばし、丁寧に答えた。「様」付けで崇拝アピールをしておこう。

「敬愛してやまない、最推しにして最愛のシオン様にお目にかかれて、気絶しそうなほど興奮しております」

　背中に烏間先輩が手を添えてくれる。






　倒れたりしませんよ、なにを心配してるんですか。






　私が呆れていると、シオンは「ふむ」と好奇心を見せた。

「二人は結婚を控えている恋人同士だと聞いているが、恋人より私の方が好きだろうか？」

　これはテストだ。

　惚れ薬の効果がどれほど残っているのか。正常な判断力をどれだけ失っているのか。

　私たちがどこまで信用に値するのか。






　すべてを見通すような紫の視線に、背筋が伸びる。

　失敗はできない。

　私は両手で烏間先輩を押し、互いの距離を遠ざけるように座り直した。






「私は、烏間先輩よりもシオン様の方が魅力的に感じています。私……いけない女です。でも、いけないことって刺激的で気持ちいい！　そう思えてきて……どきどきするんです……！　まだ結婚してないけど離婚しようかな」

「ははっ。面白い。離婚するなら結婚しなければいいのに」

　シオンは手を叩いて笑ってくれた。いい感じだ。

　さあ、烏間先輩も。

　ちらりと横を見ると、先輩の目には、危険な光が宿っていた。






「俺は――」

「――きゃっ？　先輩？」






　烏間先輩は、私の腕を掴んで自分の方に強引に引き寄せた。

　そして、両腕で閉じ込めるみたいに私の身体をがっちりと拘束した。しかも、首筋に吸いつくようなキスをして跡を刻む。






「なっ――なにするんですっ？」

　たまらず悲鳴みたいな声をあげてしまった。至近距離で聞こえる烏間先輩の声は低く、不穏だ。

「これは俺の女です。でも、俺はシオン様が望まれるなら……俺はこの手で、こいつを殺します」

　言葉は氷のように鋭く、本音の響きを帯びていた。

　怖っ。

「くっ……ははは！　いいね！　ネジがいい感じに飛んでるじゃないか！」

　シオンは弾かれたように高く笑い声を上げて、喜んでいる。なにがそんなに面白いんだか。

「気に入った。バイオリンはいまいち未熟だからピアノだけ採用しようかと思っていたが、二人セットで私の研究に協力してもらおう。配属先はイベント特務室にする。私がオーダーしたときに演奏するだけの楽しいお仕事だよ」

　さりげなく失礼なことを言われてない？

　私、烏間先輩のピアノと比較されて不採用になるところだったの？　ショックだ。






「さ、採用していただけて嬉しいです……バイオリン、練習します……」

「おや、悔しそうにしてる。可愛いね黒崎」

　シオンは立ち上がり、私の顎を指で持ち上げてニッコリとした。

「ヘタクソなアマチュアバイオリニストを飼ってやるんだ。せいぜい私を不快にしないよう、努力したまえ」

　む、むかつく。絶対この男、正体を暴いて捕まえてやる……！






　ところで烏間先輩には、そろそろ私を解放してほしい。

　先輩は演技力がありすぎる。殺気がすごいんだもん。怖いよ。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　廿楽シオンの誘いに飛びついた私と烏間先輩は、こうして彼の部下として働くことになった。






　イベント特務室での業務内容は説明された通り、たまに演奏をすること。ちなみにこの部屋、防音室にはなっていない。謎だ。春峰さんが言うには、「ＣＥＯが騒音と感じるかどうか実験する意図がある」という。説明を聞いてもいまいちよくわからない。

　演奏の仕事がないときは、雑用だ。

　春峰さんの手伝いをしたらあんぱん以外でも好感度が稼げないかな？

「春峰さん。もしよければ会議のコーヒー、私がお淹れします」

「ありがとうございます黒崎さん。会議には外部からのお客様がいらっしゃいますので、私が運びます」

　今さりげなく私のボタンを大胆に開けたシャツを気にした？

　そうか、春峰さんは貞淑で上品な女性が好みで、露出が多い女性は嫌いなんだ。

　難しいな。シオンの好みに合わせると春峰さんの嫌いなタイプになってしまう。

　とりあえずシャツのボタンをきちんと止めよう。






　身だしなみを整えた私がコーヒーを淹れていると、シオンが顔を覗かせた。

「コーヒーなら私にも淹れてくれるかな、黒崎」

「あ、シオン様。かしこまりました。すぐに用意いたします」

　このＣＥＯ、神出鬼没だ。いつひょっこり声をかけてくるかわからない。

　シャツのボタン、開けよう。忙しいな……。






「私の好みは知っているかな？　黒崎？」

「はい。お任せください」






　私は知っている。

　シオンはブラックコーヒーを好むと公言しているが、実際はミルクと砂糖をたっぷり入れた甘いコーヒーを好むのだ。

　嘘つきめ。






　キッチンカウンターで濃いめのエスプレッソにたっぷりのミルクと砂糖を混ぜ、仕上げにシナモンをほんのり振りかける。

　シオンの好みに完璧に合わせた一杯を差し出すと、シオンは首を振った。

「黒崎、君は何もわかっていない。私はブラックが好きなんだ。けれど、せっかく淹れてくれたのだからいただこうかな」

　内心では喜んでるくせに。こいつめ。

「ふむ……悪くない。私は甘党ではないのだけど、このコーヒーは美味しいね。気に入ったよ。次からもこれをお願いしようかな」

「気に入っていただけて嬉しいです」

　あなたは筋金入りの甘党でしょう、と言ってやりたい気持ちをグッと抑えて頭を下げる。






「そういえば黒崎は、春峰にいつもあんぱんを差し入れしているらしいね。あんぱんが好きなのかい」

「私はカレーパンが好きですが、あんぱんがいつも買って欲しいと訴えかけてくるのです」

「ははは。芸術家の感性はよくわからないな。黒崎は下手だけど。音を外されると苛々するんだ。次やったらクビにするよ」

「捨てないでください、シオン様……黒崎は燃やすと毒ガスが出ます」

　この男、どうも相手が惚れ薬を飲んでいるという油断からか、言いたい放題なのである。

　おかげで私のシオンへの好感度は下がる一方だよ。

「ごちそうさま。では、私は会議を覗いてくる」

「いってらっしゃいませ、シオン様」

　シオンと入れ違いに会議室から春峰さんが戻ってくる。

　そういえば今日の分のあんぱんをまだ貢いでなかった。






「春峰さん。お疲れ様です。こちら、いつものあんぱん……」

「黒崎」

「あっ」






　春峰さんにあんぱんを差し出そうとしたら、横から伸びてきた手があんぱんを引っ張る。烏間先輩だ。システム管理室周辺を探ると言って不在にしていたけど、戻ってきたらしい。

「烏間先輩。お疲れ様です。そのあんぱん……」

「俺もあんぱんとたくわんは好きだ。このあんぱんは俺がいただく」

　先輩はあんぱんを咥えて私の手にパン代をくれた。

　パンを咥えながらピアノを演奏しなくても。






　烏間先輩には、「作戦進行に問題がないときはショパン」「問題発生して相談が必要なときはベートーヴェン。社屋の外のブーゲンビリアの下で待ち合わせ」と合図を決めている。






　防音の効いた室内に響くピアノは、ショパンだ。証拠は掴めてないけど、問題はなし。






　ゲーム内で明かされていた設定によると、シオンは音楽に過剰に感化される性質を持ち、アップテンポの曲で興奮し、穏やかな曲で落ち着く。だから、曲で機嫌をコントロールできないかと試しているのだ。

　今奏でているのは、ショパンだ。第４番ヘ長調『猫のワルツ』を聞きながら、私は烏間先輩の分のブラックコーヒーを淹れた。

　先輩の指が鍵盤を滑り、気ままな猫が遊ぶようなピアノの音色が室内を心地よく満たしている。いい職場だ。






　コーヒーをマグカップに注いで持っていくと、シオンはソファに居座っていた。

「悪くない。好ましい演奏だ。いつも。いつもだよ……これはとても珍しいことなんだ……」

　シオンは烏間先輩の演奏を気に入っている。

「お気に召していただき、光栄です」

　烏間先輩がお辞儀すると、シオンは目を眇めた。

「ミスタッチが少ない。そこは絶対条件なんだ。ミスした瞬間に曲が傷つく感じがするから。それに、緊張からくる硬い表現もだめだ。まだ若い頃に学生コンクールを聞きに行ったことがあるのだが、あれはひどかった。烏間のピアノはその点、不快になるポイントを見事に避けていて、無難なのかもしれない。減点評価されない優等生な演奏なのだな」

　ぶつぶつと早口で呟く内容に、烏間先輩の眉間に皺が生まれる。






「コンクール……ですか？」

「ああ。父親が情操教育だかセラピーだか言い出して、ラストまで全員分聞けと言いつけられたおかげでとにかく苦痛だった。未熟な演奏が多くてね。早く終われと祈っていたら……」

　この話、もしかして？

　私はさりげなく自白を促した。

「予定より早く終わらせました？」

「ふふっ、そうだね。その日、私は救いを得た」

「へえー、天使でも現れましたか？　天使とどんな会話しましたか？」

　会議で共有された報告の中には、「廿楽シオンには精神疾患の疑いあり」という見解もあった。

　例えば、解離性同一性障害。

　高ストレスや心的外傷などにより、自己を保護するために意識や記憶を切り離す防衛反応として、別の人格が形成される。いわゆる多重人格だ。

　乙女ゲームは、多重人格キャラが登場する作品もある。シオンがそうだったかは覚えていないが、現実問題としてもし「責任能力がない」と判定され、罪に問えないとしたら。

「っふふ、黒崎。私がイマジナリー天使と戯れていたとでも思ったのかい。そんなことはない。ただ、その日から私は少し吹っ切れたのだ。それまで踏み込まなかった一線を越えた。越えてみれば、常識や社会規範などつまらないものだと思えた……」

　この発言は、もはや自白のようなものでは？






「……あの事件は、あなたが……」

「おや。どの事件のこと？　まさか君、私が犯罪でも犯したのかと勘違いしたのかい。君は誤解ばかりするね」






　シオンは笑い声を立てたが、目は笑っていなかった。踏み込みすぎたか。






「失礼しました。想像力が逞しくって！」






　取り繕っていると不穏な気配がした。まさかと思って目をやると。

　あっ、表情気を付けてください、先輩。今にも殴りかかりそうな顔ですよ。






「シオン様。俺、採用担当者に『高校時代に音楽の道を挫折したがピアノの演奏スキルが役に立つ仕事をしたいと思った』と語ったのですが、俺が挫折した原因はコンクールなんです。MuteMaestroが犯行予告をして、ラスト奏者だった俺は演奏ができなくなった……」






　烏間先輩が告白したので、シオンはさすがに驚いたようだった。

「ほう。あのときの……」

　もう「自分がMuteMaestroだ」って言ってるような返事だ。

「それはもったいないことをしたかもしれないな。私は、もう一秒たりとも不快な音に耐えられないと思っていたんだ。けれど、もしかしたら烏間が演奏したら、心地いい演奏に出会えたかもしれないのだね――過去のことを言っても仕方ないけれど」

　右手を顎に当てて哲学者めいた気配を纏うシオンに、烏間先輩は地の底を這うような声を続けた。






「たら、れば、は無意味だ。過去はやり直せない」

「うんうん、そうだね……それにしても、挫折というのはよくわからないな。次のコンクールをがんばればいいじゃないか。烏間は上手いのだから、たった一度チャンスが流れたぐらいで諦めずに挑戦すればよかっただけでは？」






　うわ～、地雷を踏み抜いていく！

　これはダメだ、この会話は続けさせちゃいけない！






「シ、シオン様は本当に音楽がお好きなんですね！」






　私が慌てて話題を逸らすと、シオンは「好きではないと思う」と神妙な顔で首をかしげた。

「私はただ、音に敏感なんだ。ストレスを感じやすくてね……世の中の音楽の八割ほどは、私にとって単なる不快な騒音でしかない」

「本当にそうでしょうか……」






　ここで一歩踏み込んでみるか？

　私は言葉を慎重に選んでみた。






「私が思いますに、音楽以外の娯楽、例えばグルメやアクティビティ、映画鑑賞でも、似た現象があるんです。感情的な刺激を単に不快だと思ってしまうのですが、刺激による感情の揺れ自体は感動だったり、強い興奮だったりして、実はプラスの刺激なんですよ。ただ、ご本人が繊細で、プラスに大きく感情が動かされることを嫌なストレスだと感じてしまうんです。何も感情が動かないコンテンツの方が快い、疲れないものがいいと思ってしまう……」

　八割のうち、半分以上は高揚していたり、心を揺さぶられていたりするのかもしれない。

　ただ、その「外部の何かに影響され、自分の心を動かされる」体験が、シオンにとってはストレスなのだ。

　言語化が難しいことだけど、これは本人に伝えてみたいと思って考えてきた。

　身振り手振りをまじえて熱弁すると、シオンは最後まで聞いてくれた。

　たぶん、言わんとすることを理解もしてくれたと思う。

「ふむ。その考察は……」

　シオンが考え込んだ隙に烏間先輩と目を見合わせると、先輩は平静を取り戻していた。

　表面上、平静を装っているだけかもしれないけど。

「黒崎。考えてみたのだが、君の意見はなかなかいいね。気に入ったよ」






　やった。シオンの「気に入った」は、側近としての地位を固める大きな一歩だ。






「二人には、特別なゲーム企画の視察についてきてもらおう」

　デスゲーム企画ですね、わかります。

　証拠が確実にゲットできるイベント発生にガッツポーズしたくなるのを堪えて、私は頭を下げた。

















３．　デスゲームで司会をしよう












　九月十二日、夜。

　私たちは廿楽シオンのお供として、黒いリムジンで郊外にあるゲーミングハウスへと連れていかれた。






　夜なのにサングラスが支給されて、いよいよ悪の組織の一員っぽい雰囲気が出てきた気がする。

　シオンに至っては、目元だけを覆う蝶々モチーフの仮面を持っている。これが、よく似合う。

「おいで、黒崎。私の膝に乗せてあげよう」

　車中のシオンは気持ち悪いことを言い出した。

　セクハラ男め。片方の膝に全体重乗せて膝クラッシュしてやろうか。

「シオン様のお膝なんて畏れ多いです」

「可愛いことを言うじゃないか。私はね、君のバイオリンを奏でる姿は気に入ってるんだ。演奏自体はそれほどでもないが」

　くっ。いちいち神経を逆撫でしてくる。膝をつねったらダメかな？

　両手をわきわきさせていると、烏間先輩が身を乗り出した。






「シオン様。俺はシオン様に膝をお貸ししたいです」

「はっ？　烏間が私を膝に？　なんだね、それは？」

　本当に「なんだね？」だよ。

　私も耳を疑ったが、烏間先輩は急速にめんどくさい男になっていった。

「ふうっ、シオン様はいつも黒崎ばかり。はぁっ、俺はピアノ以外用無しですか？　辛いな……俺が男だからいけないのでしょうか？　性差別では？　どうか、俺のことも構っていただきたい」

　シオンは足元に百足が出たようなしかめっ面になっている。

「烏間はピアノだけでいい。理想を言うと黒崎の容姿で烏間の演奏技術があるとよかったな。そうだ、お前たち子作りをしろ。女子を産んで英才教育してみたい」

　うわー、クズなことを言い出したな。人をなんだと思ってるんだ。

「シオン様。俺は娘ではなく俺を可愛がってほしいです。俺のことがお嫌いですか」

　烏間先輩も負けていない。運転席でハンドルを握る春峰さんが声を押し殺して笑ってる……この状況をなんとかしてよあんぱんマン。

「烏間のピアノはミスタッチもなくて聞き苦しくないのがいいね。下手な演奏家のピアノは三十秒も耐えられない私が、聞き惚れてしまう……だが、それだけだ」

「ではお好きですね。相思相愛ではありませんか。熱く抱擁してもかまいませんか？」

「か、烏間……？　迫ってくるな。迫るのは私の特権だ。ステイ！」

「わん」

　烏間先輩？　ふざけすぎですよ。






　とはいえ、気を引いてくれる隙に、私は偽装したスマートウォッチから暗号化メッセージを送信しよう。今夜は靴に仕込んだマイクロＧＰＳトラッカーが、リアルタイムで捜査本部に位置情報を送信している。

　さらに、烏間先輩のベルトバックルに仕込まれた予備ＧＰＳデバイスが、万一私のトラッカーが妨害された場合のバックアップとして機能。

　偽装ペン型の録音デバイスもポケットに忍ばせているので、シオンの発言や会場の音を高音質で記録できる。後で法廷証拠として提出を可能にするためだ。






　捜査本部はＧＰＳデータに基づき、会場周辺にＳＷＡＴチームを配置している。

　上手くいけば現行犯で今夜中に決着をつけられるかもしれない。

「クロノス・エンターテインメントがデスゲーム運営で、廿楽シオンがMuteMaestroだ」という言質を取りたいな。誘導できないかな？

「シオン様。行先はゲーミングハウスとおっしゃっていましたね。特別なゲームをその中で興行したりしているのでしょうか？　例えば、デスゲームみたいな……私、実は好きなんです、デスゲーム」






　私は無邪気を装いつつ、話を振ってみた。

　視線を向けると烏間先輩がシオン様を抱っこしている。嫌がられてないですか？

「見るな、黒崎。私の本意ではない。烏間が強引で怪力なんだ」

「はい、シオン様。失礼しました」

　私はそっと視線を逸らした。いい気味。

「黒崎、教えてやろう……ゲーミングハウスとは、ｅスポーツチームに所属する選手同士が共同生活を送るシェアハウスだ。ファンイベントを行ったりもする」

「表向きは、ということでしょうか」






　烏間先輩が口を挟んでいる。先輩も黒幕の証拠を録音するために誘導しようとしているのだ。






「ふふっ。表と裏は誰が決めるんだい。世の中はいつもそうだ。これが正しい、と押し付ける。天動説が主流だった時代、地動説の提唱者がどれほど虐げられたことだろう」

　シオンは微妙なことを言って笑った。煙に巻かれている。

　もうちょっとストレートな発言を録りたい。

「春峰さんはどう思いますか？」

　春峰さんは産業スパイだ。

　ゲームでは潜入先企業のありとあらゆる情報を海外の組織に流していた。偶然デスゲーム運営組織に関わるけど、その立場は中立寄り。秘書としてシオンの求める能力を提供はするが、どちらかと言うと傍観者に近い。

「私の意見ですが、いかなる組織にも対外向けの顔とそうでない顔はあるものです。職場いじめですとか」

「おや、春峰。我が社には職場いじめがあるのかい」

「社長がよく私をいじめてくださいますね」

「ははっ、私が犯人か！」

　なんか、和やかな悪の組織だなぁ。

　毒気を抜かれているうちに、車はゲーミングハウスに到着した。






『春峰さんって人もいるんだっけ。秘書であんぱんが好きな人。あの人はスパイだね』

『スパイっぽい人なの？』

『違うと思うけど、やっぱりなんの変哲もない人より何かあったほうがいいかなって。まあ、実際は単なるあんぱん好きのおじさんなんだけど』

『た、単なるあんぱん好きのおじさん……』






「……？」






　車から降りる時、誰かとの会話を思い出した気がする。でも、一瞬で頭の中で霧散してしまった。






　夜空は満天の星が輝いている。

　都会の星は遠くて薄いけど、それでも立派な星空だ。

　まんまるの白い月を見ていたら、風が流した雲が覆い被さって見えなくなってしまった。






「黒崎。ぼーっとするな。行くぞ」

「あっ、はい。シオン様」






　ゲーミングハウスの外観は洗練されたデザインで、ショートケーキに似てる。

　てっぺんにイチゴっぽい赤いオブジェクトもあるし。






「私はＶＩＰとして招待されている。今夜のゲームは地下で行われるらしいよ。あいにく、ｅスポーツの選手たちは別のフロアで練習時間なので会えない」

　シオンは「そういえば」と私に視線を向けた。

「アザミが君に一目惚れしたと配信で言っていたよ。私の黒崎は美しいからね、無理もない」

「容姿を褒めてくださってありがとうございますシオン様。バイオリンも褒めてもらえるよう精進します」

「バイオリンねぇ」

　ねえ、私のバイオリンそんなに酷い？

　むすっとしていると、烏間先輩が「俺は好きですよ」とフォローしてくれた。

「恋は盲目だね烏間」

「そうかもしれません」

　そこは否定しようよ先輩。バイオリンを褒めてよ。

「ここでカードをかざしてくれ。登録されているから」

「はい、シオン様」

　入り口でセキュリティカードをかざすと、センサー感知の照明が付く。

　出迎えのスタッフは恭しく挨拶をして、私たちをエレベーターに案内してくれた。






　エレベーターの行き先は地下だ。

　ここで起きるデスゲームは、ゲームだと防げない。しかも、この夜は佐藤課長が「お嬢さんが事故に遭った」と別の場所に誘き出されて闇討ちされてしまう。

　ヒロインの葵桜ちゃんは、泣きながら父の敵討ちを誓う。名シーンだ。

　そんな展開にはさせないけどね。






　――佐藤課長は今夜、捜査本部を離れない。

　事前に「おびき寄せる計画があるようです」と報告しておいて、娘の葵桜ちゃんに護衛をつけて定時報告させているからだ。






　私が考え込んでいると、シオンが口を開いた。

「ああ、そうだ。二人には言い忘れていたことがある」






「なんでしょう？」

　返事をした直後、狭いエレベーター内の階数表示パネルが一斉に赤く点滅した。






　えっ、何事？






　ゲームではゲーミングハウスでの事件は詳しくわからなかったから、油断していた。

　烏間先輩が警戒した様子で私の肩を引き寄せる。疑われるより先に、私は先輩の手を払ってシオンに抱きついた。

「シオン様。この光はなんですか？　目がチカチカして危なそうですね」

　盛った胸を押し付けるようにして不安そうな声で言うと、シオンは機嫌よく喉を鳴らす。

「ふふ、これはね。通信機能がある端末を無効化したり、壊してしまうシステムなのさ。試運転中なのだが」

　このエレベーターを調査して「なんでこんなシステムを搭載しているんですか？」と質問されたらなんて答えるんだろう。

　とても気になる。聞いてみてもいい？






「シオン様。なんでこんなシステムを搭載しているんですか？」

「楽しいからさ」

　まともじゃない返事が来た。うーん、この感性、悪役。

「それに、安全のためでもある。壊れるといっても、せいぜいスマホの交換が必要になる程度だよ。私は現代人を堕落させるスマホという悪魔が嫌いなんだ。ＳＮＳは時間を無限に食い潰すし、エコーチェンバー現象で認知が歪む。そう考えると、スマホを壊すのは世のため、人のためと言えよう。私は正義のクラッシャーだ」

　すごく迷惑だよ！　全然正義じゃないよ！

　どう考えても、エレベーター乗るたびにスマホ壊されるのは迷惑すぎる。

　でも、惚れ薬で恋は盲目状態になっているから誰も文句言わないんだろうな。これがまさにエコーチェンバーなんじゃないの？　シオン？






　私が愛想笑いの下で悪態を無限に繰り返していると、烏間先輩がしらっとした声でコメントをした。






「なんて非常識なエレベーター……。スマホがないとシオン様のための業務に困ります。新しいの買ってください」

「ははっ、いいとも！　さあ、ついたよ」

　なんとこの悪のクラッシャー、新しいスマホを買ってくれるらしい。

　無駄な出費じゃない？　新しいの買うなら、最初から壊さなきゃいいのに。

　シオンと話しているとつっこみたくなって仕方ないのだけど、望ましいリアクションが同調だけなので心が疲れる。感情労働のしんどさだ。






　私が心を疲弊させていることも知らず、シオンはマイペースだった。






「さて、目的の階に到着したよ。降りようか」

　エレベーターの扉が開く。ここから先は、ゲームに出てこない未知の領域だ。

　最初に抱いた感想は――薄暗い。やけに長い時間エレベーターで下っていると思ったけど、天井が高い。






「……なんか……コロシアム……？」

「小さなスタジアムって感じですね」






　私はコロシアムを連想したが、野球好きの烏間先輩はスタジアムっぽいと思ったらしい。

　そんな円形の観客席とステージがある。

　ステージ中央には、数十人の男女が黒い首輪を填められ、横たわっていた。拉致被害者だ。






「……あ」






　思わず声が出たのは、被害者の中に藍色の帽子の少年がいたからだ。

　あの子、被害者なんだ？

　だとしたら、既視感に納得できるかもしれない。

　乙女ゲームのヒロインである葵桜ちゃんは、事件後にこの事件のことを知る。

　もしかして、藍色の帽子の少年はこの事件の犠牲者としてゲームイラストが用意されていたのでは？






　テレビに流れたイケメン俳優の死体を思い出して、鳥肌が立つ。

　冷静になれ。今、私は現場にいる。助けるために動くんだ。

　まずは、情報収集。






　観客席には仮面をつけた男女がいて、映画の鑑賞でもするようにポップコーンやドリンクを椅子に備え付けの小型テーブルに置いている。

　私たちが座るのは、ＶＩＰ席だ。席に向かう途中の壁に配電盤が見えたので、位置を覚えておいた。






「ふう。騒がしいな。ノイズを軽減するためにイヤホンで耳を緩く塞ぐことにするよ」

「シオン様は賑やかな場所が苦手ですものね。おいたわしいです」






　シオンの席にはタブレット端末が置いてある。

　端末には会場のマップや拉致被害者のパーソナルデータが映っていて、指先ひとつで会場設備を操作したり拉致被害者の首輪を操作できるようになっている――おぞましい。






　凝視していると、「興味があるかい」と飼い猫を可愛がる声色で言われて、笑顔が引きつりそうになる。






「シオン様。私、こういうショーが好きなんです」

「ふふっ、黒崎はそういうところがあると思っていたよ。喜んでもらえて嬉しいな」






　悪役適性を見出されているみたい。実際ゲームでは悪役だもんな、私。






「シオン様。俺もデスゲームが好きです」

「はっ、烏間はデスゲームが嫌いだろう？　私は今夜、お前に対しては嫌がらせで連れてきたんだ」

「なるほど。好きな子に嫌がらせしちゃうってやつですか。俺のことがそんなにお好きなのですね」

「ち、が、う」

　烏間先輩とシオンは不思議な距離感だ。

　たぶん、シオンは薄々、自分が恨まれていることに気付いている。それでも近くに置いて……遊んでいる？

「シオン様。このボタンはなんですか？」

「これはね黒崎、観客席がランダムで爆発する。最高だろう？」

　物騒すぎる。観客は知らされているのだろうか。

「シ、シオン様……ここを押すとどうなるんですか？」

「うむ。ここを押すとスモークが噴き出すんだ」

　シオンの機嫌を取りつつ情報をゲットしていると、派手なスーツを着た男性司会者がマイクを手に開始宣言をした。






「さあ、今宵のデスゲームが幕を開けます。どの参加者が生き残るか、これより事前の予想タイムに入ります！」

　生存者を賭けたりもするのか。

　本当に最悪のエンタメショーだ。






「こ、ここは？」

「ちょ、ちょっと！　なんなんですかこれ……っ!?」






　ステージでは、何人かの拉致被害者が目を覚ましている。

　マイクが声を拾い、カメラがひとりひとりの表情を巨大スクリーンに映すと、観客は値踏みするように意見交換をし始めた。






「１番は頭の回転がいい。賢い立ち回りに期待できそうだ」

「13番は若くて生きがいい。若者には投資したくなるね」






　人の心がないのか。

　呆気に取られていると、シオンが頭を撫でてきた。






「シオン様。あまり触られると髪のセットが崩れます……」

「おや黒崎。機嫌を悪くしてしまったのかな？」

「いえ。シオン様に撫でていただいて機嫌が悪くなるなんて、ありえません。今のはツンデレです」

「あまり可愛くないツンだったな。……それにしても、ごらん、黒崎。この人たちは競馬でもするように人間の生き死ににお金を賭けて楽しんでいる。実に醜悪だね。アイコン押そうか？」






　シオンは「観客席がランダムで爆発するアイコン」に手を伸ばした。

　うそぉ。そんな簡単に爆発させないで。

　観客はクズ揃いだと思うけど、だからと言って「ランダムで爆発」なんて見逃せるはずがない。

　私は慌ててその手を掴んだ。

「シオン様、爆発は音が大きすぎます。うるさいですよ」

「む……」

「とってもとっても騒がしいです。耐えがたい騒音が鳴りますよ！　そのあと、観客が悲鳴を上げるので地獄になります」

「やめておくか」

　よしっ、やめてくれた。

　彼にとって「うるさい」は最大のデメリットだ。






「主催に文句を言ったり不運を嘆いたりする参加者はみっともないね。起きてしまったことは覆せないのだから、前向きにゲームを楽しめばいいのに」

　シオンは他人事のように言った。うわぁ……。

　心底、虫唾が走る。たぶん、烏間先輩への煽りの意味もある発言だ。

　烏間先輩、耐えてください。

　祈りつつ、私は空気を塗り替えるように陽気な声を作った。






「シオン様。私、あのマイク持って司会する係をしたいです。私、できます。『これからあなたたちには、デスゲームをしてもらいます！』って言うんですよね！　人生で一度言ってみたいセリフ、自分的ナンバーワンだったんですよ」

「ほう。ナンバーツーは？」

「ナンバーツーは混戦で百八個あります」

「ハハハ！　大混戦だね！　じゃあ、運営に掛け合ってみようかな」

　やった。おねだり成功だ。

　それにしても、シオンが黒幕なのに「運営に掛け合う」というのは、自分が黒幕だという情報を隠しての発言だよね。

　散々真っ黒なセリフを垂れ流しておいて、よくそんな「私は潔白だよ！」って雰囲気を漂わせられるな。

　苛立ちを抑えていると、司会者がマイクと台本を渡してくれた。

「どうぞ。マイクでございます」

「あ、ありがとうございます」

　デスゲーム司会者って台本あるんだ？

　さすがに脚本家の名前は匿名らしく、ひらがなで「よしお」とだけ書いてある。

　……よしお？

　春峰芳雄……？

　そーっと疑惑の当人に視線で問うと、なんと春峰さんはウインクをした。そういうリアクションが返ってくるとは思ってなかった。

「拝読しますね、よしおさん」

「自信作です」

「さようでございましたか……」

　台本はシンプルだ。司会者のセリフには、わかりやすくマーカーで線を引いてある。

　なんか、真面目にセリフを覚えて練習してきた司会者さんの仕事を奪ってしまった背徳感を覚えてしまいそう。いやいや、悪の組織員に同情する必要、ないよね。

「セリフは頭に入りました。黒崎、行ってまいります」

「黒崎はものを覚えるのが早いんです。忘れるのも早いけど」

　烏間先輩が微妙な褒め方をしてくれている。もの忘れくらい誰だってするでしょう？　人間だもの。あと、バイオリンも褒めて。

　ステージに登ると、なんとなく悪の女幹部っぽい気分が出てきた。






　人は置かれた環境によって性格を変えるという実験結果を思い出す。

　悪の女幹部はデスゲームのステージで悪役らしさを育むんだな。黒髪をかきあげ、ハイヒールのかかとを鳴らして、私は華麗な（と自分では思っている）笑顔を咲かせた。

「みなさん、お目覚めのようですね。これからあなたたちには、デスゲームをしてもらいます。察しのいい方はもうおわかりですね。そうっ、あなたたちは選ばれたのです。ルールは簡単――生き残った者だけが自由になれるっ！　さあ、盛り上がっていきましょう！」

　完璧。

　私は自画自賛した。

　一言一句間違えなかった。抑揚も付いていたし、感情も籠っていた。

　自分の悪役っぷりを内心で褒め称えていると、拉致された人々からは混乱と恐怖の叫び声が、観客からは歓喜と興奮の叫び声が上がり、会場がノイズでいっぱいになった。






「ふざけんな！」

「助けて、誰か！　私、死にたくない！」






「いいぞー！　早く殺せ！」

「こ、ろ、せ！　こ、ろ、せ！」






　シオンを見ると、ＶＩＰ席で耳を押さえている。ざまぁみろ。






「お客様は血を望んでいらっしゃるようです……」






　観客は人が死ぬところを見たがっている。まさに地獄のような現場だ。現代社会は闇が深い。






　ふと、烏間先輩の声が脳裏に蘇る。

『俺たちは業務上過度のストレスに晒されやすい仕事だから、ストレス管理は生命線だ。感情移入しすぎるな。自己防衛をしろ』

　自己防衛をしよう。私はこっそりと深呼吸をした。

　２、３、５、７、11、13――心の中で素数を唱えて感情を冷ましてから、再び悪役の演技をする。

　これが、ちょうどいい溜めになった。

「選ばれた参加者が自分の立場をわかっていないようなので、見せしめも兼ねてまずひとり、殺しましょうか！」






　――わあああっ！






　会場が爆発的な歓声を湧かせる。






　耳を押さえているシオンのそばに行き、耳を押さえている手を指先でトントンとつつくと、彼は嫌そうな顔をした。

　烏間先輩は察してくれた様子で、シオンの手首を掴んで耳から離してくれる。

「なんだい黒崎。私は今、鼓膜が痛いのだが。この大騒ぎっぷり、実に神経に触る……」

「シオン様。部下の心得として、ほうれんそう、というものがございます。報告、連絡、相談です。さて、私は相談したいことがございます。ただいま、お時間よろしいですか？」

　生真面目に問うと、シオンは苦笑して頷いてくれた。

　不快なノイズに神経をとがらせていたから機嫌を悪くするかと思ったけど、意外と怒らないんだな。

　悪役の心は理解しがたい。でも、御しやすいのは助かる。

「シオン様。参加者の誰を殺しましょうか？　やっぱり、初めての殺人ですから愛するご主人様に選んでいただきたいのです。可愛い部下心でございます」

「ほう。黒崎。私に選ばせてくれるのかい」

　シオンとタブレット端末を覗き込んでいると、烏間先輩が提案した。

「二人で目を瞑って適当に指さしてターゲットを決めるのはどうですか？　選ばれたのが運だけだと理不尽な感じが高くなりますし、スリリングでしょう」

「いいね。そうしようか」

　頷くシオンの銀髪が薄暗い明かりの中で煌めく。

　彼は私の隣に立ち、腰に手を回してきた。






「黒崎。ケーキ入刀の気分でやろう。さあ、目を瞑って」

　ケーキ入刀の気分で人殺しをするな。

　私はつっこみしたくなるのを堪えつつ、嬉しがるようにシオンの手に自分の手を重ねた。

「三、二、一、せーの……」

　私は目を瞑らない。

　シオンが目を瞑ったのを確認し、私は画面を素早くタップし、別のメニューウインドウを表示させてシオンの指を「スモーク」のアイコンに押し付けた。

　ぶわっ。

　会場内に白い煙が一気に広がり、視界が奪われる。






「な、なんだっ？　こほ、こほっ」

「火事？　やだ、逃げないと」






　観客席からも拉致被害者からも混乱した声が重なる。

　まさにカオスの坩堝だ。

「スモークを止めろ！」

「しかし、これはシオン様が起動なさったので……」

　デスゲーム運営スタッフも困っているみたいだ。彼らはシオン至上主義だもんね。シオンがやったことは否定できない。

「ふーむ？　おかしいね黒崎？　私たちは参加者リストの項目を開いていて、適当にタッチしたら誰か参加者を選ぶはずだったのに。別のメニューのスモークアイコンがなぜ画面に出ていたのだろう」






　ここで私は疑われないように演技をしないといけない。

　このスモークは偶然の事故ですよ、私がやったんじゃないですよってアピールすることで、継続活動を可能にするのだ。






「シオン様、驚きましたね。申し訳ありません、もしかして私がなにかしてしまったのかも……？　変な操作をしてしまったでしょうか……でも、心当たりはないんですけど。私の記憶では、目を閉じる寸前まで参加者リストの表示でした」

「自分はしてません」と言うと怪しいが、「自分がミスしてしまったのかも」なら、白く思われやすい。

　しかも、シオンは目を瞑って操作した本人なので「自分が操作したせいかな？」と思っているだろう。

　ここで「シオン様のせい」と思わず、「私のせいかも！」と思うのが盲信部下なのである。






　わざとらしく驚き、怯えるようにシオンに抱き着いて、背中側にタブレットを持った手を回す。

　視界は真っ白なスモークに覆われて、一メートル先も見えない。

　そんな中で聞こえる烏間先輩のフォローが頼もしい。

「俺も見てましたよ、シオン様。画面には参加者リストが出ていて、シオン様の指は参加者を選んでいました。それでスモークが出たのですから、きっとプログラムがおかしいのでしょう」

　烏間先輩は、私がタブレット端末の画面を操作するときに体の位置をずらして春峰さんから見えないように隠してくれていたはずだ。

　その甲斐あってか、春峰さんは「プログラムに不備があったようで申し訳ございません」と謝罪した。もしかしてあなたがプログラムしたの？

　台本も書くしプログラムもするし、忙しい人だな。






　私がシオンの背中側に移動したタブレットに指を滑らせて、「首輪無効化」アイコンをタップしていると、ステージから「火事だ！」という叫び声が上がった。藍色の帽子の少年の声に似ている？

　視界を奪われた観客がその叫びに動揺している。

「なんだって？」

「火事!?　大変じゃないかっ」

　画面に「ALL COLLARS DEACTIVATED」の文字が点滅して、無効化が成功。

　よし。……ところで、火事なの？






「シオン様、なんだかみんな火事って言ってますが、地下空間での火事は危険です、逃げましょう、避難しましょう。どうぞこちらへ！　……黒崎も」

　烏間先輩がシオンと私の腕を掴み、非常用出口へと誘導する。彼の手が一瞬離れて、腕に指先で文字を綴った。

『出火なし・利用しよう』

　なるほど、火事は実際には起きてないらしい。でも、火事が起きたという騒ぎを利用しよう。そんな作戦ですね、了解？

　このままシオンを連れ出して、待機している味方に突き出す算段に違いない。

　私も合わせよう。






「ええっ、火事？　大変じゃないですか！　ハイヒールだと走りにくいから、靴脱いで走ります。命が最優先です」






　視界は白い煙に染まっているし、シオンは烏間先輩が先に引っ張っていく。

　いける――私は靴を脱ぎ、壁際の配電盤に投げつけた。






　カンッ！






　靴は見事に配電盤に直撃。火花がバチバチッと散り、会場全体の照明が一瞬で落ちる。

　もくもくとした煙に覆われた次は真っ暗に消灯したので、会場の混乱は一気に加速する。






「きゃあっ！　何!?　停電!?」

「まずい、電気が……！」






　慌てふためく会場を後に、私たちは脱出しようとした。

　そのタイミングで、ＳＷＡＴチームが嵐のように突入してきた。






「全員その場で動くな！　武器を捨てろ！」






　重いブーツがコンクリートの床を叩く音が、雷鳴のように響き渡る。

　部隊が扱う鋭い光が煙に濁った闇を切り裂いて、私たちを冷酷に照らし出した。

　私は心臓が跳ねるのを感じながら、怯えた顔を装ってシオンの腕にしがみついた。

　シオン、私、烏間先輩、そして散らばったスタッフや被害者たちが、まるで家畜の群れのようにＳＷＡＴの鉄の手に囲まれ、拘束されていく。






　烏間先輩と背中合わせで佇む私の手のひらに先輩が手錠をかけられた指で「演技は継続」の合図をする。了解の合図を返していると、佐藤課長の姿が見えた。

　ゲームみたいに命を落としたりしていない。健在だ。

　よかった。

　私の知識は有効だ。この知識があれば、死ぬはずの人を救えるんだ。

　これってすごいことだよね。

















４．　バッドエンドを回避せよ












　スタッフや被害者たちが家畜の群れのようにゾロゾロと連れられて、待機していた護送車や救急車に乗せられていく。

　私たちも護送車で運ばれるメンバーだ。

　サイレンが鳴り響く中、私たちを乗せた車は東京のネオンが輝く夜を突き進む。






　二十分ほど経って到着した場所は、警視庁本部の裏口だ。

　隊員に促されて外に出た私たちは、地下駐車場からエレベーターで刑事部のフロアへ直行した。

「こちらだ！」

　ここで私たちは別々の部屋へと分かれることになる。

　シオンは刑事部捜査第一課の取調室Ａ―１に連行。

　烏間先輩の背中も、別の隊員に押されて取調室Ａ―２へ消えていく。

　私は取調室Ａ―３に入れられた。小さな部屋だ。

　軋む音を立てて開閉した扉が閉まってから、隊員が私の手錠に鍵を差し込む。

「お疲れ様です」

「……ありがとうございます」

　カチリと音がして、金属の輪が外れる。手首に残る赤い痕を軽く擦りながら、私は小さく息をついた。

「証拠品を押収させていただきます」

「あっ、それが……」

　証拠は獲得できていなかった。

　エレベーターに乗る前の情報が全てだ。

「おそれいりますが、こちらで待機をお願いいたします。場合によっては潜入作戦は継続になるかと」

「そのつもりで準備しています、継続できます」

「おお……流石ですね」

　私の手錠を解いた担当者は、頷いて部屋から出ていった。この後、佐藤課長が来るらしい。






　正直、シオンは薄々私たちが捜査官だと気付いていそうだ。

　でも、指摘したり断罪したりせずにそばに置いている。

　立ち回りしだいでは、今夜以降も部下でいさせてくれるのではないか。






　考えていると、無人のはずの室内で声がかけられた。






「黒崎伶花さん」

「あっ、はい？」






　人が入ってきていた？

　全然気が付かなかったけど――振り返ると、あの藍色の帽子を被った少年がいた。

「ええっ？　あなた、どうしてここに？」

　少年は仰天する私に近づいて見上げてくる。

　黒い目はくりっとしていて、ピュアな輝きを放っていた。






「ぼく、ユウと言います。伶花お姉さんは、捜査官なんですよね？」

「それ、誰かから聞いたの？」

「佐藤課長が言ってました。ぼく、知り合いなんですよ」






　知り合いって言い方が可愛い。どういう知り合いなんだろう。親戚とか？






「ぼく、誘拐されて困ってたんですけど、お姉さんたちが助けてくれたんですよね？　ありがとうございます。あの、ぼくの知り合いもあっちにいて、お礼を言いたいんです」

「課長とは別の知り合い？　ねえ、ちょっと待って？　課長がこの部屋に来るから……」






　ユウ君は私の腕を掴んで、ぐいぐいと引っ張っていく。強引だ。

　部屋を出たところで、雪村君の声が聞こえてきた。

「熊谷くまがいさん。僕は間違った対応をしたとは思っていませんが？」

　雪村君が喰ってかかる相手は『熊谷さん』……雪村君の上司の人だっけ？






「熊谷さんのお嬢さんは『カスハラは入店時から無体を働く気のモンスターだけが該当する。最初はサービスを利用するつもりで入店したけど気に入らないことがあったから激昂した場合は暴言吐いてもカスハラではなく店の落ち度』とおっしゃったんです。ですから、『僕はそうは思いません、激昂して暴言を吐いたらハラスメントでは？』と意見を申しあげたのです。それに対して『娘に口答えするな、失礼だ』とは」

「雪村はその言い返してくる態度が問題なんだ。いいか、そのままだと社会でやっていけないから指導してやる。上司の娘ってのは接待対象だ。敬え。間違いを正すな。共感や同調を返せ。貞子さだこが猫を見て犬だと言ったらお前も犬だと言え。貞子がお前の愛想がないと言ったら余計なことは言わずに謝れ」






　おや？　この険悪な会話はゲームの雪村君のイベントでは？






「熊谷さん、その接し方こそお嬢さんが社会でやっていけないモンスターになってしまいますよ」

「雪村、お前は絶対、ＳＮＳでも思いやりのない正論を言って炎上するタイプだな！」

「ばからしい」






　雪村英詩は、上司の娘である熊谷貞子に気に入られて付きまとわれているのだが、ヒロインが何もしないでいると上司との仲を拗らせ、会社を辞めてしまう。

　そこをクロノス・エンターテインメントに誘われて、彼は悪の研究者になる――バッドエンドだ。






　熊谷貞子は、ヒロインである葵桜ちゃんの友人キャラだ。彼女の好感度が下がりまくったバッドエンドでは、なんとホラー展開が待っているらしい。

　今もお父さんの後ろで気まずそうな顔をしている。

　ゲームだと葵桜ちゃんが助け舟を出して、結末を回避するんだよね。






　今は……周りには葵桜ちゃんがいないみたい。






　雪村君が悪堕ちすると、知ってる限りの警察の内部事情を全部漏らされてしまう。超優秀な頭脳も悪事に活かされ、大変なことになる……。バッドエンドだ。回避しなきゃ。






　私がひと肌脱ぎましょう。

　ゲーム通りなら、強気すぎるくらいの発言でいい。






「すみません。廊下で何を騒いでいらっしゃるんですか？　まるでパワハラとかモラハラみたい」






　心底びっくり、という顔で駆け寄ると、全員がぎょっとした顔でこっちを見る。

　いや、びっくりしてるのは私よ、私。






「天才的な頭脳を持つ雪村君の時間は貴重です。くだらない接待で彼を消耗させないでください。それに、お嬢さんだって困ってますよ」






　視線を向けると、貞子ちゃんは「そうだよ！」と声をあげた。

「パパ、そういうのホントやめて。恥ずかしい。炎上するのはパパの方だよ！」

　熊谷さんが「ええっ」と情けない声をあげるのに背を向けて、貞子ちゃんは走っていった。廊下走ると危ないよ。






「さ、貞子～～っ！」






　ショックを受けた様子の熊谷さんの肩に、いつの間にか現れた佐藤課長がぽんっと手を置く。

　おお、課長。

「ハラスメント案件かな？　詳しく話を聞かせてもらおうか」

「アッ……」

　佐藤課長は同じように娘を持つ父親の立場から熊谷さんに理解を示しつつ、「時代に合わせて意識を変えていかないといけないよ」と諭した。

　雪村君は会社を辞めることなく、踏みとどまったのだった。イベント成功だ。

「ところで、部屋で待機のはずがなぜ外をほっつき歩いていたんだ？」

「佐藤課長。ユウ君が……あれ？」






　いつの間にか、ユウ君はいなくなっていた。

　しかも、佐藤課長に話してみても「そんな子、知らないな」と言うではないか。

　……一体、どういうことなんだろう？

「心配ですね、ユウ君。探した方がいいと思うんです。なんで嘘ついたんだろう。どこ行ったんだろう。迷子になってないかな？」

「それより、捜査についてなんだが」

「え？」

　佐藤課長は私の声を自然に無視して、捜査の進捗について教えてくれた。

　普段は優しくて、子どもがどこかに消えたって言ったら「大変だ」って言ってくれる人なのに。

　でも、「デバイスが壊れていて証拠不十分。廿楽シオンもクロノス・エンターテインメントも罪に問えない」と言われてしまって、私は何も言えなくなってしまった。






　取り調べ室で、シオンはまるで舞台俳優のように白々しく語ったという。






「外部の団体から申し込みがあり、ゲーミングハウスの使用許可を出しただけだ。健全なｅスポーツイベントだと思っていたら、どうやら違ったらしい。いや、驚いたよ」

　結局、クロノス・エンターテインメントは「デスゲームの運営とは知らず、会場を提供してしまった」という扱いになる見込みだと言われて、残念な気持ちになる。

「だが、拉致被害者が全員無事に救出できたのはよかった。お前たち二人については、まだバレていないはずだ。可能であれば潜入継続を頼みたい」

「は……はい！」






　決まった。作戦は継続だ。

　引き続き攻略、がんばろう。






「烏間は会議室Ｂにいる。今後について話し合うといい」

「承知しました！　あと、ユウ君がやっぱり心配なのですが……」






　会議室Ｂは三階の西側にある。

　向かう途中でユウ君を探してみたけど、見つからなかった。それに、疲労が蓄積していたのか、足が棒みたいになってる。






　防音が効いている部屋の中には、ピアノが置かれている。

　先日調律されたばかりのそれを、烏間先輩が弾いていた。






　西日が差し込み、部屋を柔らかな緋色に染める。

　ピアノの音が、雨だれのように澄んで響く。






　――ああ、懐かしい。

　私は、この感覚を知っている。






　夕暮れの光と音が織りなす空間は、私の中に眠っていた遠い記憶を優しく揺り起こしてくれた。

















５．　ショパンのバラード第四番












　流れるのは、ショパンのバラード第四番。






　高校時代、烏間先輩が日本国際ピアノコンクールで挑もうとしていた曲だ。

　あの頃の先輩は、ステージの光を浴びてきらきらしていた。

　先輩の指が鍵盤を舞うたび、音が物語を紡ぎ、未来が輝いて見えた。






『三年生？　すごく綺麗』

『運がよかったね。あの人、これからきっと賞を取って世界に羽ばたくプロになるよ』

『この学校って……すごい人がいるんだね……』






　東京都郊外にある私立の進学校だった。

　文武両道を掲げていて、普通科と音楽科の二つのコースがあり、普通科でも音楽系のクラブ活動や選択授業が充実している。私はバイオリンが趣味だったから選んだけど、進路相談の先生には「ガチな人が多いから趣味勢は肩身狭いよ」と忠告されたものだ。






　校風は自由だが、コンクールや進学実績に力を入れる競争意識の高い一面もある。その象徴みたいな人が烏間先輩だった。






　烏間先輩は音楽科のエースで、ピアノで日本国際ピアノコンクールを目指していた。将来はピアニストになると誰もが信じて疑わなかった。






　羨ましいな、と思ったのを覚えている。






　私は、彼のように「絶対こうなる！」って夢がなかった。バイオリンは好きだったし上手くなりたいと思っていたけど、その腕を他人と競ったり、生業なりわいにしたりするというのはハードルが高すぎて、挑む気力すら湧かなかった。

　身近にいる、自分にはできないことを成し遂げるヒーロー。烏間先輩は、そんな存在だったのに。






『次、烏間先輩の番だよね？』

『なんか……出てこないね』

『なにかあったのかな？』






　コンクールの本番。先輩はステージに出てこなかった。






『逃げたんじゃない？　プレッシャーに負けて』






　そんなわけないでしょ。

　逃げる必要ないんだから。先輩は、すごいんだから。

　先輩が出てきて、いつもみたいにピアノを弾いて、侮っている人たち全員をびっくりさせてくれたら、どんなに胸が空すいただろう。

　でも、先輩は出てこなかった。何度も名前を呼ばれて、先輩は失格になった。






『コンクール放り出すって最低。もう終わりだね、あの人』

『そういう人だったんだ……がっかり』

『ははっ、みんな持て囃してたけど俺はあいつが大したことないって知ってた』






　直前まで彼をほめそやしていた声は、心ない罵声へと変わっていく。

　悔しくて、悲しくて、胸が締め付けられた。






　しかも、数日後には真相が発覚した。

　愉快犯のクラッカー、当時すでに有名になりつつあったMuteMaestroが、犯罪予告を出していたのだ。






　すると、今度は先輩に同情する声が爆発的に膨れ上がる。MuteMaestroはネット上に大衆をあざ笑う声明を出して煽り散らした。






『そんなことがあったのに、大会は中止しなかったの？　どうして先輩だけ……不公平だよ。もう一回仕切り直して、賞を選び直すべきだよ』






　現実は冷酷で、先輩に挑戦する機会は与えられなかった。

　世間は事件についてあれこれと騒いでいたけど、やがて他の話題に流され、事件のことは忘れられていった。






　その後、先輩はピアノをやめた。






　同じ職場になったのは、実は偶然だ。

　彼の情報は卒業と同時に入ってこなくなっていたから、最初はとても驚いた。






　そういえば、酔った勢いで一緒に寝てしまった夜にもその話をしたっけ……？






『私、先輩のことをずっと応援してたんです。今も応援してます。たぶん、好きなのかも……』

　なんか、とんでもないことを口走っていた気がする――顔が熱くなる。恥ずかしい。

『黒崎、ほんとにいいのか？』

　ああ、覚えている。

　あの夜の瞳の美しさを。






　その声は、優しくて、でもどこか切なくて。






「……」

　――あれ、ピアノが止まった。






　めくるめく甘い一夜を思い出してしまってひとりで恥ずかしがっていた私は、ピアノの音が途切れて、ふと現実に意識が戻された。

　気付くと、烏間先輩が至近距離にいて、上から顔を覗き込んでいた。






「黒崎。入り口に突っ立ってどうした？」

「ひぇっ。ぼーっとしてました」

「危なっかしいな。座るといい……足、痛むのか？」






　烏間先輩は私を支えて椅子に座らせてくれた。

　そして、前にしゃがみこんで足の状態を診ようとしている。

「怪我はないんです。ちょっと疲労が足に来ただけで……歳かな」

「お前で歳だったら俺はどうなるんだ」

　眉を寄せて自分の髪をかきあげる先輩は、「でも、そうだよな」と呟いた。

「お前もいい歳だよな。俺は責任を……」

　うわあ、また「責任を取る」と言い始めちゃいそう。責任感が強い人だ。

　私は慌てて話題を変えた。

「先輩のピアノが最近また聞けて嬉しいです。私……前にも言ったと思うんですけど、同じ高校で。先輩を応援してまして……ピアノを弾いていてくださるのが嬉しいなって思ってます。応援しているんです。……推しってやつです」

「なんだそりゃ」

　推しだった先輩は、バディになって、今、こんなに親しく話すことができている。

　推しというより、むしろ――

　胸がざわついて俯いた私の頭を、烏間先輩の温かな手が包む。






　私の好きな、ピアノを奏でる手だ。

「ありがとな」

　低く、静かな湖面のさざ波のような声に、ざわめきが溶けて穏やかになる。

　そっと顔をあげると、先輩の瞳が私を見つめていた。

　――近い。

　くらりと動揺と眩暈を覚えていると、先輩は静かに囁いた。






「責任を盾に、言うべきことを言ってなかった……俺はお前が好きだ」






　――好き、だって。

　特別な告白に、どきりと鼓動が跳ねる。

「高校のときだって、お前のバイオリンを弾く姿を見てた。当たり前だ。お前、もててたからな」

　先輩の声が、そっと問いかける。

「……キスしたい。いいか？」






　気付けば、私は反射の速度で小さく頷いていた。

　飛びついたみたいで恥ずかしいかも。

　でも――なんて嬉しそうな顔をしてくれるの。その顔は反則です。






　髪が優しく撫でられて、指先で顎を持ち上げられる。

　予感と期待に目を閉じると、鼻先が軽く擦れて、柔らかな感触が唇に触れた。

　ほんの、一瞬。掠めるようなキスだった。
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　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　帰り際、先輩が送ってくれるというので車に乗り込んでいると、雪村君が私を見つけて駆けてきた。






「打ち合わせ終わったのか？」

「雪村君」

「黒崎。さっきはありがとう。辞職しようかと思ってた」

　雪村君は踏みとどまってくれそうだ。よかった。

　彼はちらりと烏間先輩に視線をやり、「送り狼になるなよ」としかめっ面をした。

「もう遅い」

「は？」

　先輩は車窓を閉め、さっさと黒のＳＵＶのアクセルを踏んで出発した。

　バックミラーに映る雪村君のぽかんとした顔が、遠くなっていく。

　雪村君、なんかごめん……でも、バッドエンドを回避できそうで安心したよ。

















６．　必殺の胸パッド












　九月十五日の朝は、雨が煙るように降っていた。

　歯磨きをしながらテレビの音声を聞いていると、物騒なニュースが聞こえてくる。

『正体不明のサイバー犯罪者、MuteMaestroが新たな犯行予告を出しました……』

　悪役は活動的だ。

　事件を起こすエネルギーをもっと別のことに向ければいいのに。






「時間をかけていると、新たな事件が起きてしまう。……頑張らないと」






　両親とおばあちゃんの遺影を見ていると、昔のことが思い出される。

　懐かしい。私には彼らと過ごした時間があった。

　自分の人生として、過去と現在が繋がっている感覚がある。

　家族に手を合わせて、私は家を出た。






「行ってきます」






　デスゲーム会場で一斉検挙され、解放されて会社の人事担当と数回やりとりをしたのち、初めての出社となる。

　廿楽シオンからの呼び出しが予想されるので、うまく疑いを晴らし、逆に私が誘導質問して、決定的な証拠を掴もう。

「……よしっ」

　頭の中で何通りもシミュレーションをして、私はクロノス・エンターテインメントに出社した。






　クロノス・エンターテインメントの社屋の外には、マスコミがいた。先日の事件は『深夜のデスゲーム検挙事件』とか『ゲーミングハウス利用者による過激なショーが摘発された』とか報道されて、注目を集めている。

　何も後ろ暗いことはありませんよ、という顔をして堂々と歩いていくと、パンプスの爪先が何かに触れた。おや？

　視線を落とすと、来客用のＩＤカードが落ちていた。

「……このカード、アザミの顔写真が貼られてる」

　拾って受付嬢に届けると、受付嬢は落とし物として預かってくれた。






　背を向けたタイミングで、派手なピンク色に紫のメッシュが入っている長髪の美青年、配信者アザミがやってきて、「カード落としちゃったんですけど」と受付嬢に話しかけるのが聞こえた。






「あちらの方が……」

「おお！　あ、もしかしてイベントの時に助けてくれたスタッフのお姉さんじゃないですか？　ナンパ……じゃない、お礼をしたいと思ってたんです。俺とオムライス食いに行きませんか！」

　私、今ナンパされてる？

　もしかして乙女ゲームのイベントとか？

　落とし物を拾って好感度上がるとか、ありそうだもんね。

「お礼は結構です、遅刻してしまうので、すみませんが失礼します」

　私はフラグを折るべく頭を下げ、エレベーターに向かった。

　アザミは意外と食い下がってくる。

「仕事終わってからどうですか？　お姉さんみたいなクールビューティって感じの人、すっげー好みで。今日って祭りもあって――ＬＩＮＥ交換しません？」

「持ち主さんが見つかってよかったです。では、急ぎますので……」

　ササッとエレベーターに乗り込む。流石にエレベーターの中までは付いてこなかったので安心した。






　一階、三階、六階……エレベーターはぐんぐん上昇して、イベント特務室のあるフロアに着く。






　そこで待っていたのは、社長秘書（海外スパイ）の春峰芳雄さんだった。

　黒ぶち眼鏡を指で直しながら何か言おうとするので、言われる前にあんぱんを押し付ける。いつもの貢ぎ物だ。

「春峰さんおはようございます。こちら、本日のあんぱんです」

「これはこれは。ありがとうございます」

　どんなときでもあんぱん差し出したら受け取るんだよ、この人。どんだけあんぱん好きなんだ。

「先日はお疲れ様です。一巻の終わりかと覚悟しましたが、金と権力と証拠不十分でなんとかなるものですね」

　春峰さんは爽やかな微笑を湛えて黒すぎる発言をした。






　この発言は私の服に仕込んだデバイスから捜査本部に垂れ流している。

　この人から「ＣＥＯのシオンはMuteMaestroですよ」と言質を取るのはアリだな。意外とシオンより簡単に言ってくれそう。一番強力なのは、やっぱり自白だけど。






「MuteMaestroが新たな犯行予告を出してましたね、春峰さん？」

「そうなのですか？　私は恥ずかしながら横文字に弱くて……ミュータント萌え萌えというのは流行りのアーティストですか？」

「えっ、有名なサイバー犯罪者じゃないですか……」

「世間のことを知るようにアンテナを巡らせないと、と思うのですが、社会人の辛いところと言いますか、出勤して勤務して疲れ果てて帰宅して寝る日々でして、気付いたら流行に疎くなってしまうのです。秘書としては、いけませんよね」

　うーん、なんか海外スパイキャラだと思ってたけど、話していると段々「スパイだと思ってたのは勘違いで、単なるあんぱん好きの悪役秘書なのでは」と思えてきた。

「それはそうとして、黒崎さん。社長がお呼びです」

「はいっ。かしこまりました」






　春峰さんの後についていくと、社長室で廿楽シオンが待っていた。

　今日は長い髪を結ばずに流している。

　意地悪そうな顔をしていて、嫌な予感がする。






「黒崎。先日はお互い大変だったね」

「シオン様にお怪我がなくて、無事に解放されてよかったです。心配しておりました」

「私の側近の中においたをした子はいなかっただろうか。どうも気になっていてね。黒崎はどう思う？」






　こういう質問のとき、乙女ゲームだったら画面に選択肢が出ているんだろうな。

　自分の頭で気の利いた対応を捻り出すより、選択肢から選ぶ方が楽だよね。






　私がゲーム脳を拗らせていると、シオンに腕が引かれて黒革のソファに押し付けられる。

　覆いかぶさる姿勢のシオンの銀色の髪が窓から注ぐ日差しに煌めき、まるで冷たい刃のようだ。






「黒崎、裏切り者は誰だろう？　君の忠誠心は本物かな？　お仕置きが必要なのではないかな」

　もうバレバレだけど、だからと言って開き直ったらおしまいだ。

　私は惚れ薬が効いている設定を貫く。

　迫られて嫌そうにはしない。

　ピンチはチャンスだ。リアルタイムで音声は中継されているから、私が自白を引き出してあげる。

「シオン様……MuteMaestroとして崇高な世直しをなさるあなた様を、私はお慕いしております」

「ほう？　MuteMaestroは有名な犯罪者だな。私が思うに、あれは単に世を荒らして遊んでいる迷惑な愉快犯では？　世直しとは？」

　微妙な返事だ。

　私がしらを切るように、シオンも自白はしてくれないか。

「シオン様。私、あなたに興味があります。あなたを調べていました。あなたのことを初めて知ったとき、仲間だと思って嬉しかったんですよ」

「……へえ？」






　組み敷かれて身動きが利かないまま、視線だけで窓を見れば、雨に濡れた都市景色は霞んでいた。

　地上の喧噪も、ここまでは聞こえない。

　この部屋には、鳴らなくなったオルゴールと孤独な心があるだけだ。

　そこに私は寄り添おう。

　私には、それができる。

「実は私も音感が過剰なんです。強く感情が揺さぶられすぎて疲れてしまうし、下手な演奏家のミスタッチが聞き苦しくて、耐えがたく感じるときがあります」

　音楽だけじゃない。

「人が立てる物音、喋る声。それに、声以外の情報も――他の人より敏感で、人を見ているとすぐにその人の本質がわかってしまう。それも、嫌な面ばかり。しかもＳＮＳであらゆる人の飾らない本音、悪意が見れてしまって、人間が醜く思えて仕方ない……」

　彼は口を挟むことなく、半信半疑の眼差しをむけている。

　他人を簡単に信じられないんだ。

　まして、潜入して自白を引き出そうとしている私なんて。






　――でも、感受性が高い彼は、私の声に本物っぽさを感じ取るだろう。

　これから語る内容は、本当の過去だから。






「私の両親は、二人とも私が幼い頃に亡くなりました。遺された私は、最初は叔母さん――音楽家の親戚に育てられましたが、良好な関係が築けませんでした。おばあちゃんの家に移り……おばあちゃんは優しかったけど、もともとがんを患っていて、数年で死別しました」






　シオンは幼少期にバイオリンを習わされたことがある。

　けれど自分の奏でる未熟な音が辛くて、続けられなかった。

　そんな設定を思い出す。

　同じとは言えないけど、私たちは少し似ている。






「同じ年頃の子どもたちと話が合うわけがなかった。表面的にみんなに同調して、薄っぺらな愛想を振りまいて……むなしかった。偽物の『普通の私』を演じているみたい。しかも、演じきれていない。私の声は冷たくて、愛想がなくて……思い出しちゃった。よく陰口を言われてたことを……」






　私は、冷たく聞こえてしまう自分の声と、そのせいで誤解されてしまうことを気にしていた。

『黒崎さんって冷たいよね』

『何考えてるかわからない』

　友だちも彼氏も作ろうとしたけど、うまくいかなかった。

『伶花さんは美人だけど一緒にいても楽しめない。そっちも楽しそうじゃないし』






　彼にときめいた思い出が蘇る。

　……どうして今まで忘れていたんだろう。






『黒崎。そんなに気にするな』

『俺はお前が冷たいなんて思わない』

　烏間先輩は私の気持ちをよく察してくれた。慰めてくれた。

『俺は相棒だぞ。お前のことを誰より理解してみせる……というと、重いか……重いで済めばいいがハラスメントになる恐れもあったりするか？　どう思う黒崎、今のは何ハラだ？』

　私を笑わせてくれた。彼も笑ってくれて、私は二人でいる時間が楽しいと思った。

『俺はいくらが好きで、小さい頃はとびっこを水槽で買えばいくらに育つと思ってた』

『マリモを添えたらクリスマスカラーの水槽になりますね』

　他愛のない会話のひとつひとつ。

『靴下に穴が空いていると敬礼したくなるよな。今まで俺の足を保護してくれてありがとう』

『その感情はちょっとわかんないです』

　気を使い過ぎることがなくて、親しいと思えて――

『頭を狙ってもよかったのに』

　なにより、彼が心配だった。






　シオンは過去を塗り潰すように悪意を音にした。






「黒崎。悲劇のヒロインにでもなったつもりか？　自分に酔いしれて、さぞ気持ちいいのだろうね」

「シオン様は優しくありませんね。今、すごく大切なことを思い出したところだったのに」






　私を見下ろす紫の瞳は揺れていた。

　悪態をつきながらも、少しは心に波紋が生まれているのでは？






「MuteMaestro。私とあなたは、少し似ている。そう思いませんか」






　強気に言い放てば、シオンは顎を引き、苛立ちを吐き出すように早口で捲し立てた。






「音を消したいと思った。音をがちゃがちゃと騒がせて楽しむ音楽家が憎らしかった。人の声も嫌になった」






　彼の手が私の肩に滑り、ゆっくりと上着のボタンを外す。

　早口を聞く感じ、どうも興奮気味――正気を失いかけていないだろうか。






「耳を塞いで文字だけ見ても、ネット上にはどうでもいい呟きや悪意にあふれた醜悪な声が絶えない……紛争、自然破壊、気候変動。有害なんだ、人類は。地球にとってのがん細胞だ。だから、愚かで有害な人間なんて、殺すことに良心の呵責を覚える必要がない。殖えて蔓延る邪悪を殺すのは正義だ……違うか」

　シオンは狂おしく頭を横に振った。

　なんとなくだけど、癇癪を起こした子どもみたい。

「違う、そうじゃない。そんなもっともらしくてクソつまらないご立派な大義名分じゃないんだ。私は、ただ……」






　シオンは顔を近づけてくる。

　スーツの襟元から覗く鎖骨と、ほのかに漂う高級なコロンの香りが、私の思考を一瞬かき乱す。

　――いやだ。

　嫌悪感と拒絶感で脚が動きかけたとき、ポロッと小さな物体がソファの上に落ちた。

　あっ……胸パッド。

　私の、必死に盛っていた胸パッドが、シオンの目の前で無情にも転がっている。

「…………ん？　なんだこれは」

　シオンは夢からさめたような顔で動きを止め、銀色の眉をピクリと上げた。

　そして、私から距離を取って身を起こし、胸パッドをつまんでしげしげと凝視した。

　これ幸いと身を起こし、彼の手からアイテムをひったくるように回収すると、背後で「プッ」と吹き出す声がした。春峰さんだ。存在を忘れていたけど、ずっといたのか。

　あんなに貢いで好感度上げてきたのに、よくも助けてくれなかったな……。






　私が胸パッドを戻してシャツを止めていると、シオンは笑っている春峰さんと私を見比べ、今まで見たことのない呆けたような表情をした。

「盛っていたのか」

「盛ってましたが、なにか」

　正直に頷いたとたん、弾けたようにシオンは笑い出した。

　とても無邪気に見える笑い方で、けらけら、ころころと。






「――はっ、ははは！　あはははは！　な、萎えた……」






　どうやら必殺・胸パッドは彼を萎えさせたらしい。襲われていた身としては喜んでいいのか、恥じらうべきか。いや、堂々としていよう。

　まつ毛を盛るように胸を盛ったんだ。それの何が悪い。

　むすっと睨んでいると、やがて室内の笑い声は収まった。






「ふう……お茶にしようか。春峰。紅茶を淹れてくれ」

「かしこまりました」






　紅茶は私の分も淹れてくれるようだった。

　これは、なんか許されたな。サンキュー胸パッド。






「ミルクをいただいても？　シオン様？」

「ふっ……黒崎は神経が図太いな……面白い女だ」

　乙女ゲームの常套句みたいな言葉を呟き、シオンはミルクティーを飲む許可をくれた。

　温かい飲み物って安心する。

　ミルクティーに癒されていると、シオンは柔らかな笑みを浮かべて窓際へと移動した。






　雨が上がっている。

　風が雲を遠くへ運んで、青空と太陽が地上を美しく照らしている。

　太陽はさんさんと輝いていて、およそ秘め事なんてできそうにない眩さだった。

　それを眺めてから、彼は振り返った。






「私がMuteMaestroだ」






　自白だ。






「犯行動機は『嫌いなオルゴールが壊れたから』……そんな動機がいい」

「なるほど。酔いしれていらっしゃいますね、シオン様」

「お互い様だ。君と私は、少し似ている。参考までに、逃げはしないが自首も考えていないからね。裏付け捜査をしっかりして、逮捕状を用意しておいで……もう少し一緒に遊ぼう。だめかな」






　即座に逃亡するリスクが低い場合、現場で単独逮捕を試みるのは危険だ。

　ここは自身の安全を確保しつつ、証拠を確実に本部に届けることを優先するべき。






「人を殺す遊びには付き合えませんが、音楽なら」

「春峰。彼女のバイオリンを持ってきておやり」






　春峰さんはすぐにバイオリンを持ってきてくれた。






　練習の成果を聞かせてやろう。ミス率、減ったんだから。

　奏でるのは、バッハの『Ｇ線上のアリア』。静かで深い祈りのような曲だ。

　シオンは音を楽しむように両目を閉じた。






「黒崎。もし私が人を殺す遊びをやめると言ったら、君は私を好きになってくれるかい」

「あなたが捕まって反省して罪を償って、更生したら、好感度が少しは上がるかもしれません。でも、無理でしょう」

「ふふっ、黒崎はまるで天気予報でもするように言うんだ。確かに、想像できない。君は本当に私をよく理解してくれているんだね」






　バイオリンを弾いていると、遠くからピアノの音が聞こえてくる。

　イベント特務室で烏間先輩が問いかけているみたいだ。

　バイオリンの曲をエルガーの『愛の挨拶』に変えて返事すると、シオンは背を向けた。






「君たちは仲がいいね。……お疲れ様。もう下がっていいよ――不快になってしまった」

「ミスは少なかったと思うんだけどなぁ」

「嫉妬だよ」






　春峰さんがドアを開けてくれるので、ドアの前で一礼する。






「それでは、失礼いたします」






　ドアを閉めてイベント特務室の前まで付き添ってくれた春峰さんは、ふと私に視線を向けた。






「黒崎さん。いつもあんぱんをくださるお礼をいたしましょう。手を出してください」

「えっ、今？」






　手を出すと、春峰さんは私の手のひらにマイクロＳＤカードを滑り込ませた。






　マイクロＳＤカードの中身を確認して、私は驚いた。

　MuteMaestroのサイバー攻撃のログ、ＩＰアドレス、廿楽シオンの通信記録、機械音声に変換する前の音声データ、デスゲーム運営組織の名簿……貴重なデータがいっぱいだ。クロノス・エンターテインメントが一部社員やアルバイトを洗脳している証拠まで揃えてある。






　は、春峰さん。やっぱり海外スパイだったりするの？

　あんぱん貢いでよかった。ありがとうあんぱんスパイマン！






　私は心からあんぱんスパイマンに感謝して、捜査本部に証拠を送信した。

　大手柄だ。

















７．　夜祭とストリートピアノ












　イベント特務室で烏間先輩と合流すると、先輩は「よくやった」と短く褒めてくれた。






「俺は先に来てピアノを弾けと言われて弾いてた。途中で奴が退席したから休んでたんだが、黒崎がいつまでもイベント特務室に顔を出さないから気になってたんだ……心配してた」

　シオンは私たちに無干渉で、まるで特別なことは何も起きなかったよう。

　いつも通りの雑用をこなし、私たちの業務時間は過ぎていった。

「黒崎。帰り、家まで送るぞ」

「ありがとうございます、烏間先輩。お世話になります」

　黒のＳＵＶに乗り込み、ドアを閉めるとホッとした。






　車が動き出すと、窓の景色が後ろへと流れていく。

　夕暮れ時の街は人工の光にあふれていた。窓の外を眺めていると、遠くで花火の音が聞こえてきた。






「祭りだな」

「そうですね。……寄ってみます？」






　軽い気持ちで提案すると、先輩はハンドルを切って、車を祭りの会場近くに停めた。






　風に揺れるオレンジ色の提灯。夕映えの空に咲く薄い花火。屋台から漂ういい匂い。

　りんご飴、たこ焼き、ソース焼きそば、ステーキ串……。

　お祭り会場は、非日常に彩られていて、まるで別世界だ。

　人々の笑い声や呼び込みの声と、どこかで鳴る太鼓の音が、心地よい喧噪となって響き合う。






　私はこの煩うるささが、なんだか好きだ。

　みんなで生きてる世界って感じがする。






「黒崎、ほら、ぼーっとするな。はぐれるぞ」






　先輩が私の手首を軽く掴んで、人の波をかき分ける。

　子どもたちが風船を抱えて走り回り、浴衣姿の年配のご夫婦が屋台のたこ焼きをつまんでいる。






「先輩、たこ焼きは絶対食べたいですよね」

「そうだな。……お前、浴衣似合いそうだな。次は浴衣デートするか」

「えっ、急に何ですか！」






　頭上で色鮮やかな花火が咲く。

　からかうような先輩の笑顔が眩しい。






「先輩、三色いももち買いましょう、あと、たこ焼きと、イカ焼きと、りんご飴も……あっ、ステーキ串もいいですよね」

「食欲があるのはいいことだな。俺も腹が減った。全制覇するか」






　二人して空腹を満たしていると、ピアノの音が聞こえてきた。

　ストリートピアノだ。

　飲食用のスペースの端っこに置かれたストリートピアノの周りには、子どもがいた。

　近くの席に両親らしき二人がいて、子どもはポーン、ポーンと鍵盤を叩いている。

「たっくん、イタズラダメ」

「たくや、ほら、ご飯食べよう」

「はぁい」

　子どもは両親に呼ばれ、席に戻っていった。

　……あのお父さんってショッピングモールで洗脳されてた高木さんでは……？　もう日常生活に戻れているんだ？

「ねー、あのピアノ弾く人いないのかな？　ぱぱ、あれ弾けるー？」

「たっくん。パパはピアノ無理だよ、弾けないよ」

「聞きたいのに」

　たっくんの無邪気な声に、烏間先輩の口元が綻ぶのが見えた。

「烏間先輩。ピアノを弾ける人、募集中みたいですよ」

「黒崎、知ってるか。俺は実はピアノがちょっと弾けるんだ」

「とても知ってます」

　先輩がピアノの前に座ると、子どもが目をきらきらさせた。

「ねえ、おじさん、弾けるの？」

　たっくんの声は無邪気で、悪意がない。

「おじさん言うな。見てろ」

　先輩は笑って鍵盤に触れると、軽快で明るい子犬のワルツを奏で始めた。

　たっくんはキャッキャッと喜んで、子犬みたいにピアノの近くで回転したり踊ったりしている。






「たっくん。演奏の邪魔しちゃいけないよ」

「いえ、楽しんでください。邪魔とかないので」

　心配そうな両親に、烏間先輩は明るく微笑む。

　お母さんがうっとりした目になってますよ。家庭内不和の原因にならないように気を付けて。






　先輩はたっくんの好みやお祭りの雰囲気を意識してか、アニソンやボカロ曲を織り交ぜたアップテンポのメドレーを奏でた。ポーン、ポーンと勢いよくリズムを刻むメロディが、打ち上げ花火と共演しているみたいで、小気味いい。






　たっくんとは別の小さな女の子がおそるおそるピアノに近付いていって、小さな手で端っこの鍵盤に触れる。先輩はそれを柔らかく微笑んで見守り、女の子に頷いてみせた。






　女の子は両手で口をおさえてピョンピョン跳ねて、お母さんのところに走っていった。

　音が出せて嬉しかったのか。

　それとも先輩と目が合って嬉しかったのか――両方かな？　可愛い。






「あの人、どう見てもお姉さんのこと好きですよね。お姉さんも……好き、ですか？」

「えっ？」






　気づくと、隣に藍色の帽子の少年がいた。ユウ君だ。ユウ君はまっすぐな目で私を見上げていた。神出鬼没な子だ。

「ユウ君。この前、急にいなくなるから心配したんだよ。それに、佐藤課長はあなたのことを知らないって言ったし」

「ぼくを心配？」

　ユウ君は長めの前髪を片手で引っ張って視線を逸らした。頬が赤い。照れてる？

　サイズが大きめの袖から覗く細い手首が気になった。

「そうだよ。心配したよ。……今日はひとり？　親御さんは？　お腹空いてない？」

「お母さん、いる。……カレー食べたい」

　指先がカレー屋台を指す。私に買えと。

　お母さんとは待ち合わせ中かな？　待ってる間、奢ってあげようかな。なんか、この子痩せてるし。心配だよね。






「たくや先輩がよくカレーの話するんです。定番料理だよね。お母さんのカレー」

「カレー好きの先輩なんだね。お母さんのカレー美味しい？」

「さあね」

　難しい年頃か。会話がどうもぎこちない。

　奢ってあげると、ユウ君は美味しそうにカレーを食べ始めた。大きな口を開けて次々と口に放り込んでいく姿は食べ盛りって感じで可愛い。

「お姉さんの彼氏のピアノ、人気だな」

「あのねえユウ君。たぶん、あのお兄さん、彼氏とは似て非なる……」

「セフレ？」

「ちょっ、そういうこと言わない」

　食べている間も演奏は続いている。

　烏間先輩のピアノは相変わらず子どもに人気だ。






　踊ったりピアノを触ったりする子どもたちに優しい眼差しを向ける先輩は、ストイックにピアノの腕を磨いていたときや仕事をしているときとまた別の一面を見せてくれたみたいで、私の胸がきゅんとした。






「ごちそうさま。ぼく、もう帰るね、お姉さん」

「あっ。うん。お母さんと待ち合わせとかじゃないの？　平気？」

　ユウ君は左手で藍色の帽子を押さえて、右手をひらひらと振って駆けていった。






「走ると危ないよ……」






　いつの間にか空はすっかり夜の暗さに染まっていて、花火もくっきりと見えている。






　ピアノの周りには子ども以外にも足を止めて聞き入っている人たちが増えていた。投げ銭をピアノの近くに置く人もいる。

　演奏を終えて先輩が立ち上がり、綺麗にお辞儀をすると、みんなが拍手してくれた。

　拍手はあたたかい。ああ、いいな。

　花火がまた空で弾けて、夜が一瞬だけ明るくなる。






「黒崎。お前、なに泣いてるんだ」

「ピアノと拍手に感動したんですよ」






　ちょっと恥じらいながら言ったら、先輩は私に片手を上げた。

　ハイタッチ？

　手と手を打ち合わせると、パシンという気持ちのいい音が鳴る。

「俺も感動した」

　彼の声は嬉しそうで、笑顔はきらきらと輝いて見えた。

「さて……」

　彼は視線を周囲に巡らせて、何かを言いかける。

　そろそろ帰る、とか？

　これで帰るのは、なんだかもったいない。もっと一緒に過ごしたい。

　そんな思いを抱いていると、烏間先輩は「おっ」と何かを見つけた様子で声をあげた。

「あれやるか」

「金魚すくいですか？」






　水色の入れ物の中で、赤い金魚が自由気ままに泳いでいる。

　烏間先輩は腕まくりをしてポイを買い、ポイを買い、またポイを買った。

　気付けばあっという間に三回目だ。先輩はポイをダメにする名人だった。金魚は一匹もすくえていない。






「兄ちゃん、下手だねえ」

「まだだ。もう一回だ」

　烏間先輩はムキになって何度もポイを握りしめ、金魚は元気いっぱいにポイをすり抜けていった。

　なんだか金魚に遊ばれている気配まで感じる。わざと寄ってきて深く潜って逃げたり、囮役みたいな金魚が気を引いてから仲間が団結してポイにアタックして破ったり。まさかね。そんな団結行動、金魚はしないよね。






「……あ」






　挑戦しているうちに、雨がぽつりぽつりと降り始めて、地面に染みを増やしていく。

「烏間先輩、もう帰りましょう」

「金魚め。今夜はこれくらいで勘弁してやる」

「子どもですか」

　車に乗せてもらい、家の近くに送ってもらって、少しだけ逡巡する。






「烏間先輩、お茶飲んでいきませんか？　濡れちゃいましたし、シャワー浴びていってください」

　泊っても構わない、と続けようか迷っていると、烏間先輩は神妙な顔で首を横にした。






「襲ってしまいそうだから遠慮しておく」

　襲ってもいいのに。

　思わず湧いた感想に蓋をして、私はお辞儀した。

「では、おやすみなさい。本当は襲ってもいいのにって思ったんですけど、言わないでおきます」

「ぶっ……お前、言ってる」

「言っちゃいました。襲ってみませんか？」

「……」

　本音と冗談が半々に混ざった声色で誘うと、彼の喉ぼとけが生唾を飲み込んで上下する。

「じゃあ、襲う」

　スイッチが入った本気の目で言われて、私の心臓が高鳴った。






　もどかしさを抱えてそわそわと部屋まで移動した私たちは、玄関のドアを施錠するや否いなや、貪むさぼるように口付けをした。角度を変えてキスを深めながら雨に濡れたシャツのボタンに手をかけられて、ふと思い出すのは必殺・胸パッド。

　いけない、情緒が台無しになって烏間先輩が萎えてしまう。

「先輩……待って。シャワー浴びてから……」

　胸板に手を当てて言うと、彼は飢えた肉食の獣めいた瞳をしていた。

　気分は捕食される兎だ。

「待てない。このまま……」

「やです……キャッ」

　ふるふると首を横に振ると、先輩は私を抱き上げて足早にシャワールームに向かった。

　そして、抵抗する暇もなく、性急な手付きで私を脱がせた。

　――ころん。

　ああっ、せっかく情緒を守ろうとしたのに、胸パッドが落ちちゃった。

　私が恐る恐る様子を窺ったが、先輩は全く気にすることなくシャワーのノズルをひねった。

　勢いよくお湯が降り注ぐのを背景に、先輩は自分も服を脱いで生まれたままの姿になった。実戦向けに鍛え抜かれた筋肉は無駄がなく、たくましい。

「女は胸のサイズで好きになるものじゃない。かと言って顔でもない。容姿は変わる。大事なのは気が合うか合わないかだ」

　彼は早口で言葉を紡ぐと、私の顔をそっと覗き込んだ。

「それと、俺はお預けが苦手だ。もう我慢できない。しない。お前が欲しい」

　その瞳には抑えきれない熱と渇望が宿っていて、まるで全身が燻いぶられているみたいに焦れったくなる。

「わ、私も、先輩が欲し……っ」

　言い終わるのを待たず、彼の唇が私の吐息を奪った。

　私は抗う術もなく、彼の熱に溶け、溺れるようにその腕に身を委ねた。
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　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　私と先輩が二度目の関係を持った翌日、九月十六日。






　捜査本部に提出したデータのおかげで、いよいよ廿楽シオンとクロノス・エンターテインメントを明日にも検挙する予定となった。

　時間をかけすぎという声も上がっているが、チェスで言うなら、シオンのキングは数手で詰むところまで追い詰められていて、シオンの側は詰みを回避する手があったのに打たずに追い込まれている。






　MuteMaestroによる新たな事件も、犯行予告の日に起きなかった。

　もしかして本当に「あなたが捕まって反省して罪を償って、更生したら、好感度が少しは上がるかもしれません」を実行しようとしてる？

　それなら、いっそ自首すればいいものを。






　疑念を抱く一方、私は別の気になる案件も抱えていた。

　生理が来ないのだ。






　遅れることはたまにあっても、こんなに長いのは初めてだ。

　もしやと思い、購入した妊娠検査薬を指示通りに使うと、数分後、表示されたのは陽性の二本線だった。






　――妊娠してる。






　目が釘付けになる。

　心臓が跳ね上がり、頭が真っ白になった。






（…こんなタイミングで）






　心当たりはあの一夜のみ。

　烏間先輩との赤ちゃんを授かったんだ――動揺で胸がいっぱいになる。どうしよう、という思いで思考が染まりかけるのをストップする。

　深呼吸して自己分析すると、自分の中には喜びと不安と照れ臭さがあった。

　けしてネガティブな事実じゃない。嬉しいことだ。






　――タイミング的には、微妙だけど。






　これから廿楽シオンとクロノス・エンターテインメントの検挙に向けた突入作戦が控えている。

　私の証拠集めが鍵を握る、決定的な作戦だ。






　今、こんな個人的なことを報告したら、チームの士気や私の立場に影響が出かねない。

　唇を噛み、検査薬を握り潰す。






　作戦が終わるまでは、この秘密を抱えたまま戦うしかない。終わったら、ちゃんと話そう。烏間先輩にも、上司にも。






　決意を胸に、私はトイレの洗面台で顔を洗い、気合いを入れ直した。

















８．　正義は悪になる












　九月十七日――検挙の日。

　いつも通りに出勤し、内部にて本部の動きを待っていた私は、自分が油断していたことを痛感した。






「黒崎。廿楽シオンの動きが怪しい。注意してくれ」






　異変は、烏間先輩の警告の直後に起きた。






　クロノス・エンターテインメント社内のパソコンや社員の業務用スマートフォンが一斉にブラックアウトし、スピーカーからMuteMaestroがよくクラッキングして流す音楽が響き出したのだ。

　曲は、逆再生の『ラ・カンパネラ』。社内は騒然となった。






「パソコンのケーブルを抜け！　クラッカーだ！」

「MuteMaestroだ……っ」

「エントランスフロアのドアがロックされてる」






　騒いでいるのは、自分の会社のボスがMuteMaestroだと知らない一般社員たちだろう。

　私の耳につけたインカムも捜査本部の佐藤課長からの「状況報告」の声が途切れて、ザザッというノイズが流れた。

　ノイズは数秒続いて、消える。

　逆再生の『ラ・カンパネラ』が流れるのかと思っていたけど、私のインカムからは思いがけない声が響いた。

『お姉さん』

「……えっ。ユウ君？」

　さすがに耳を疑った。

　インカムから聞こえてきたのは、あの藍色の帽子の少年、ユウ君の声だ。どういうこと？

『お姉さん、ぼくは今、一時的に回線をジャックしてお姉さんだけに話しかけているよ。これは爆弾処理イベントだ。教えたよね？　思い出して』






　……え？

　思い出したのは、「乙女ゲームの廿楽シオンが社屋に仕掛けた爆破システムを起動して社員全員を巻き込み、自殺――と見せかけて海外へ逃亡」という情報だった。

　しかも「黒崎伶花は途中まで一緒にいたけどシオンの手で窓から落とされ、殺されかけた。植木がクッションになって軽傷だった」という情報まで芋づる式に記憶が湧いた。

『大丈夫。攻略できる。システム管理室の入室セキュリティコードは１１１１０イイヒト、解除コードは……』

　解除コードを言って、インカムの声は静かになった。






「待って。ユウ君。どういうこと……あなたは、なんなの？」

「どうした、黒崎？」






　烏間先輩が心配そうに眉を寄せている。

　その顔を見て、爆弾処理イベントの最中であることを思い出し、私は焦った。

「先輩。私、爆弾処理します！」

「爆弾!?」

「爆弾というか爆破システムなのですが」






　説明しながら社内システムの管理室に駆け付けると、管理室の前の通路に人だかりができていた。






「セキュリティコードが変更されていて、開きません！」






　セキュリティコードは私が知ってる。






「みなさん、私が今からドアを開けますが、念のため距離を取ってください。中がどうなっているかわかりませんから」






　人垣をかき分けて注意喚起し、ドア横のパネルでコードを入力すると、ドアはあっさりと開いた。

　室内に銃を構えた廿楽シオンが見えて、ぎくりとする。






「……っ、黒崎！」

「きゃっ」






　ドアが開いた瞬間、烏間先輩が私を左手で抱き寄せ、右手で銃を撃った。

　銃声が二度連続。一瞬前まで私の頭があった空間を銃弾が通り過ぎていくのが恐ろしい。

　周囲からも悲鳴があがった。






　廿楽シオンは、不意打ちに失敗して反撃が来たのが計算外だったのか、舌打ちをしてコネクティングルームの向こう側に逃げていく。烏間先輩の撃った弾が肩をかすめたらしく、流血しているのが見えた。

　放置するわけにはいかないが、爆破システムがカウントダウンしているのも見える。






「烏間先輩。あのカウントダウンは私が止めます。すぐ終わるので……」

「MuteMaestroは俺がやる」






　烏間先輩は低く唸るように言い、シオンを追いかけていった。

　殺気が凄まじい。殺す気だ。

　ドアが開くなり撃ってきたくらいだ。激しい撃ち合いになるだろう。

　――心配だ。爆破システムを解除して後を追いたい。






　キーボードとマウスを見つけて解除手続きを開始すると、画面上に解除コードを入力するフォームが現れた。自分の記憶はすっからかんだ。でも、ユウ君が言っていた。






「解除コードの入力は四回。一度目……」

　私は文字を入力した。一度目。

『狂気のドミノ』

　二度目。

『正義は悪だ』

　三度目。

『オルゴールはもう鳴らない』

　――ラスト。

『星は人間を嫌っている』






　ピピッ、と電子音が鳴り、カウントダウンが止まる。

　――よし。






　ビルの出入り口のロック解除ボタンも押して、私はコネクティングルームに駆け込んだ。






「――烏間先輩！」






　勝敗は、すでに付いていた。

　私の目には、血だまりの中に倒れた廿楽シオンと、彼に馬乗りになって銃を突きつける烏間先輩の姿が映った。






　シオンだけではない。

　頭部。肩。足。

　烏間先輩も、何か所も負傷していた。






　先輩は荒い呼吸をしながら、殺意にぎらつく目でシオンを睨んでいた。

　それを見返すシオンは――彼の目は、愉悦の色を湛えていた。






「殺さないでください、烏間先輩！　相手の思うつぼです！」






　引き金を引かせてはいけないと思った。

　決定的なラインが目の前にあって、引き金を引いたら最後、この人はきっとラインの向こう側に行ってしまう。戻ってこれなくなってしまう。






「黒崎……何が思うつぼなんだ？　書類送検しても、そいつは狡猾で要領がいい知能犯だろう。巧妙に立ち回って無罪を勝ち取ろうとするに決まってる」

「その可能性はないとは言えません」

「あってはならない。そんな結果、許されない」

　先輩は正義の仮面を剥がして怒りを噛み砕くように吐き捨てた。

「想像しただけで腸が煮えくり返る。なにより、俺がそいつを殺したい。殺したいんだよ。ずっと望んでたんだ」

　なんて深い憎悪だろう。






　――『正義は悪になる』






　楽しそうなシオンと、殺気立った先輩。

　まるでバッドエンド直前の構図ができあがっている。

　悪夢でも見ているような戦慄の中で、私は叫んだ。






「先輩。まだ結果は出ていません！　なにもかも、これからです！」

　私は知っている。行動しだいで、未来はいくらでも変えていけるんだ。

　シオンの動きが予想できるなら、対処すればいい。もっと言うなら、そんな立ち回りをしないように心境に影響を与えることだって――きっとできる。

「私、シオンに裁きを受けさせてみせます。約束します。シオンをただ殺すより、塀の内側でその能力を社会のために役立てさせたり、精神分析を通じて犯罪心理学に貢献させたりする方が、社会にとってメリットもあるんです！」









『それでは響かない』――一瞬、インカムからユウ君の声が聞こえた。






『社会にとってのメリット。そんな優等生の綺麗ごと、世の中にあふれかえっていて、彼だってわかりきっている。パッションで説得しなきゃ。本音を言わなきゃ。感情には感情を曝け出してぶつけなきゃ』






　烏間先輩は、一拍置いてひんやりと呟いた。

「俺がなんのために刑事になったと思う」

　瞳は一瞬たりとも仇敵から外れることがない。

「黒崎。俺は、ずっとこの瞬間を夢見てきた。この時のために生きてきたんだ。こいつを恨んでる。殺したい」






　こっちを見てほしいのに。

　思いが溢れて、口から出た。






「……私、烏間先輩を愛してるから！　これからも一緒に、この社会で手を繋いで生きたいから！　抵抗できない状態の相手を私怨で殺して、あなた自身を傷つけてほしくないから……！　わ、私が、嫌だから――」






　続きを言うのは、ずるい気がした。

　でも、今言わないとずっと言う機会がなくなってしまう気がして、息を継いで、言い放つ。

「先輩はパパになるんだから。あなたとお腹の子と、三人で未来を生きたいから……！　責任取ってくれるって言ったじゃないですか！」

　勢い任せに言って肩で息をしていると、先輩はぽかんとした顔でこっちを見てくれた。






「え？」






　やっとこっちを見てくれた。

　やっと心が動かせた。

　縋るようにして、私は彼の背中にしがみついた。
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「ちゃんと一生隣にいてくださいよ」

「そりゃ、ずるい」

　背中越しに体温と鼓動を感じる。温かい。

「私も、ずるいと思いました」






　殺意がどこかに飛んでいったような眼をして、烏間先輩は銃を降ろしてシオンを手錠で拘束した。

　シオンを見ると、呆れたような顔で私たちを眺めていた。






「人に銃を突き付けてトレンディードラマを始めるから口を挟みたくて仕方なかったよ。別に殺してもよかったのに」

　また神経を逆なですることを言う。

　でも、烏間先輩はすでに殺気を消していた。

「廿楽シオン。お前がこの前言ったことをずっと俺は考えている」

「うん」

「挫折がわからない、続ければよかったと言われて、俺は図星を突かれた気になった。きっと、その通りなんだろう。ピアノより、お前を憎んで復讐しようと執着する方が楽で、逃げたんだ」






　弱音を吐き出すように顔を歪める烏間先輩に、シオンはどこか遠くを見るような目で呟いた。






「烏間……この前と同じことを、私も考えている。もったいないことをしたね」






　捜査本部からの応援が駆け付けたのは、そんなタイミングだった。

　味方が来た安心感で、ふっと気が抜ける。

　ああ、疲れた。とても眠い。






「……伶花！」






　烏間先輩。

　そんな真っ青な顔で血まみれ状態で心配そうにしないでくださいよ。

　私、無傷なんですから。

















９．　少年の話












　終わった、と思った瞬間、なんだかとても解放感に包まれて、私の意識は沈んでいった。

　深く、深く。

　そして――何かを思い出した。

　あれは、人質立てこもり事件が起きる前のことだ。






「あのう、黒崎伶花さんですか？」

「えっ、なんで部屋にいるの？　どこから入った？　怖い怖い怖い」

「ぼくもお姉さんの顔を見てちょっとびびりました」






　どうして忘れてたんだろう。私は、ひとり暮らしの自宅でユウ君に会っていた。

　仕事を終えて靴下を脱いで着替えを済ませ、顔を洗い、お徳用のまとめ買いフェイスシートを顔面に貼り付かせたタイミング。

　ふと声をかけられて、部屋に見知らぬ少年が立ってたんだ。怖すぎる。






　首筋に特徴的な三つの黒子があって、藍色の帽子をかぶった少年――ユウ君は、あのとき、フルネームを名乗っていた。






「クロサキ、ユウです。ぼくは、未来からお母さんを助けに来ました」

「ドッキリか何か？」

　ユウ君は奇妙なことを言い出した。






「お母さんはぼくを産んで死にました。父親は不明……あなたは捜査官なのに潜入先で惚れ薬に屈して悪の親玉を盲信する女幹部になってしまい……」

「待って待って待って、ちょっと待って。お姉さんお話についていけてないから待って。まず靴を脱いでもらっていい？」

　ユウ君は人の家に土足で上がっていた。

　新しく買ったばかりのカーペットに見知らぬ少年の足跡ができていて、私は悲しい気持ちになった。

「ごめんなさいお母さん」

「そ、そのお母さんってやめてくれない……？」

「ひどい。いたいけな息子の心は傷ついたよ。毒親だ」

「産んだ覚えがないんだよなぁ……!?　というかね、今私、通報されたら未成年者誘拐で罪に問われる状態だよね。親御さんに連絡させて」

「あなたが親です」

「もう！」






　ユウ君は困惑する私の部屋に居座り、お気に入りのビーズクッションに座って、聞いてもいない未来の話を垂れ流した。






　彼の話によると、私は捜査官だったのに敵に寝返り、不特定多数の男と関係を持って妊娠。

　出産して死ぬ――という運命らしい。

　自称・私の息子のユウ君は、私の本棚から漫画『れいか様は告白待ち！』を取り出して中身を見ている。勝手に初対面の人の家の漫画を読むな。親の顔が見てみたい――私らしいけど。






「ぼくが誰の子かはわかりませんが、死ぬ間際のお母さんは洗脳が解けて後悔していて、とても可哀想だったと聞いています」

「酷い話だよ……」

「ぼくも可哀想です。学校ではいつも『あいつの母さん悪堕ちした裏切り捜査官らしい』とか陰口叩かれていじめられていたし」

「あっ、ごめんね。なんかごめん。でも未来の私がやらかした罪って私が謝ることかな……なんか納得いかない気も」

「大人はすぐ理屈をこねる」






　ユウ君は藍色の帽子でぽかぽかと私を叩いた。家庭内暴力だ。そんなに痛くないけど。






「そんなとき、都市伝説の噂を聞いたんです。とあるホラーゲーム……フリーゲームサイトにある作者不明のマイナーなゲームを、火曜日の深夜二時から三時の間限定で至難の難易度で最速クリアして自分で最速クリアを七回連続更新したら、過去に戻れるって」

「急にオカルト……」

「ホラーです。誰が言い出したのかもわからない眉唾もののオカルト話です。ネットを検索していくと、ホラー系配信者が即興怪談コラボで冗談めかして言ったみたい。じゃあ嘘なんだ、って思ったんだけど、『本当に過去に行った』って元プロゲーマーの配信者が言い出して。その人、アザミさんなんだけど」

　私はプロゲーマーのアザミを思い出した。あの人、将来はストリーマーか。ホラーゲーム配信、観てみたいな。大げさに怖がってくれそうだ。

「アザミさんは、過去を変えるのは危険だと思って何もしないで帰ってきたって言ってました」

「どうやって戻ったの？」

「過去に着いた時に、自分にしか見えない門ができてるんです。アザミさんはそう言っていたし、ぼくも門が見えています」

「おお……」

　ユウ君は自分のノートを見せて、「バタフライエフェクト」とか「親殺しのジレンマ」について教えてくれた。






　真偽は不明だが、大衆はアザミの発言を面白がり、都市伝説はバズった。挑戦する人が何人も出て、ネット上にはクリア時間のスクリーンショットが溢れた。誰も第二のアザミにはなれず、みんなが「アザミは嘘をついた」と思うようになった頃、フリーゲームサイトは運営会社の経営難により閉鎖を発表。ユウ君は閉鎖まで残り一時間というタイミングでゲームをダウンロードした。

「しかもお化けの女の人が可哀想な人でした。ぼくはいじめっ子の弱みを握って脅して両親が不在の家に転がり込み、彼のお兄さんに説得されたりカツ丼奢られたりしながら迫ってくる女の人を最速でぶち殺し……もう死んでたんですけど……」

「言い方。あといじめっ子とそのお兄さんが気になる」

「高木君です。お兄さんは拓哉たくや先輩」






　ユウ君は都市伝説通りに過去に来たらしい。

　高木拓哉君って夜祭にいたな……あの子かな？　弟君は、これから生まれるんだよね。






「過去を変えてお母……お姉さんを幸せにしてあげようと思うんです。たぶん、それやったらぼくは産まれなくなって消えちゃうけど」

「えっ」

「ぼくを気にしてる人なんて施設の人と拓哉先輩くらいだから、いいや」






　過去を変えることでユウ君が消えてしまう？

　さらっととんでもないことを言われた気がする。全然「いいや」じゃないと思う。






「それって、だめじゃないかな？」

「お母さんはそう言ってくれると思ってた。ぼく、洗脳される前のお母さんのことを知ってる人に『お母さんはいい人だったんだ』って教えてもらったから。だから……」






　ユウ君はそう言うと、赤い紐に括られた五円玉を取り出して私の前で揺らした。






「だからね、ぼく、今から暗示をかけます。ぼく、お母さんを助けるために色々スキルを身に付けてきたので」

「そんなありきたりな五円玉揺らす暗示にかかるわけが……」

「かけまぁす」

「……」

　私は暗示にコロッとかかった。

　ユウ君との出会いを忘れて、自分の前世が漫画『れいか様は告白待ち！』の田中れいかだと思い込み、乙女ゲームの世界に転生してしまったと思い込んだ。






　すごい、ユウ君。

　作戦は大成功だよ。

　……ということは、あなたは消えちゃうの……？






「ユウ君、暗示すごいよ。めっちゃ信じてた……」

「――黒崎！」

「はっ」






　意識が覚醒する。

　目を開けると心配そうな顔をした烏間先輩が私の手を握り、顔を凝視していた。先輩はあちこちに包帯を巻いていて、目が充血していて、顔色も悪い。満身創痍って感じだ。






「先輩、怪我大丈夫ですか？　痛々しい……でも、生きててよかった。あの帽子は？　あ、よだれ」

　サイドテーブルに藍色の帽子が置いてあることに気付いて目を瞠りつつ、よだれが心配になって口元をささっと拭うと、よだれの代わりに先輩の目から滴が落ちた。






「目が覚めなかったらどうしようかと思った……」

　先輩は壊れ物に触れるようにこわごわと私を抱きしめてくれた。

　心配してくれたんだ。

「お腹の子も大丈夫だ」

「あ……」

　私の子。

　藍色の帽子を見て、お腹に触れて、閃くものがあった。

　私の子……潜入する前に妊娠してる。

　ユウ君だ。この子が、ユウ君なんだ。

「私、この子を産みます」

　祈るように言えば、烏間先輩は力強く頷いてくれた。

「ああ。もちろんだ。……結婚しよう」

　特別な関係の始まりを告げる言葉に、頬が熱くなる。






「烏間先輩……！　ぜひ、あの、よろしくお願いします」

　漫画みたいに気の利いた返しができないまま頭を下げると、烏間先輩は私の肩に手を添え、体を離した。そして、少し照れたような顔で口の端を持ち上げた。

「名前で呼ばないか？　伶花」

　伶花だって。夫婦になるんだもんね。

　面はゆい気分でもじもじしてから、私は名前を呼び返した。






「はい……えっと、慧さん」

「……」

「……」






　お互いにしばらく照れて無言になっていると、病室のドアがノックされて、雪村君が入ってくる。

　手にオレンジと黄色の花で作られた花束を持った雪村君は、何かを察したようなしかめっ面になり、むすりと言った。

「目が覚めてなにより。医師を呼んできます」

　烏間先輩は、鬼の首を獲ったような顔をしていた。なぜ。

















10．　オルゴールとコンクール












　世間を騒がせたMuteMaestro、廿楽シオンの公判の前日。

　私のもとには、シオンの精神鑑定の結果が知らされていた。

　彼には責任能力があり、本人は罪を認めている。動機は理解不能らしいが。

　クロノス・エンターテインメント内のデスゲーム運営に関わっていた社員たちも同様で、シオンと共に裁かれる意思を見せているのだという。ただ、春峰芳雄だけは、行方をくらましているらしいけど。

　結局あの人、本当に海外スパイだったのかな？

　真実は闇の中だ。






　謎を抱えつつ、私は東京・上野の東京文化会館で開かれたピアノコンクールの会場にいる。






　今日は修理に出していたオルゴールを来場前に受け取って、シオンに差し入れしてきた。

　オルゴールの曲は、『ラ・カンパネラ』だった。






『ラ・カンパネラ』は跳躍の大きい音型、急速なパッセージ、繊細なタッチを要求する超技巧的な曲だ。

　この作品は、原曲がニッコロ・パガニーニというバイオリニストによるもの。

　リストはパガニーニの演奏を生で聴き、強く感銘を受けた。そして、「私はピアノのパガニーニになる」と宣言してピアノ曲として『ラ・カンパネラ』を編曲した。

　後世で『ピアノの魔術師』と呼ばれる彼は、超絶技巧曲を通じて「不可能を可能にする」ことを目指したのだと伝えられている。






　人の心は繊細で、人間は理解しようとしても自分も他人も理解しきれたものじゃない。

　ただ、わかるのは、ほんのちょっとした要因が波紋を作り、変化のきっかけになること。

　彼にとって母親と形見のオルゴールは特別な存在だ。

　なぜオルゴールの曲を逆再生にして犯罪時に流していたのかは理解に苦しむけれど、直ったオルゴールが奏でる正しい『ラ・カンパネラ』の旋律は、きっと彼の心に幾重もの波紋を生むことだろう。

　犯罪への衝動を抑えるアンカーとして機能する勝算は、十分にある。

　……私は、そう考えている。






　観客席の二階、薄暗い客席の中央に座る私は、結婚指輪を指に填めた手で大きくなったお腹を撫でながらステージを見つめた。

　高校生のときも、こんな風にステージを見ていた。

　あのときの私は、何もわかっていなかった。






　何年も、毎日努力して、自分の時間をありったけ注ぎこんでスキルを磨いて。

　たった数分、一度きりの晴れ舞台で結果が出る。

　そのプレッシャーは、想像しただけで手が震えるほどだ。






「……」

　来た。






　烏間先輩――慧さんがステージに現れる。






　彼は凛とした黒い燕尾服姿で、美しくお辞儀をした。

　パチパチパチ――拍手が湧く。






　舞台のスポットライトに鮮やかに照らされる姿は、堂々としていて格好よかった。






　彼が椅子を引き、座って、両手を鍵盤の上に置くと、会場が水を打ったように静まり返る。






　曲は、スッと始まった。とても滑らかで自然な出だしで、気持ちがいい。

　演奏するのは『ショパンのバラード第４番』――高校時代の慧さんがMuteMaestroの犯罪予告のためにステージに上がらず、披露できなかった挑戦曲。






　――♪






　冒頭から繰り返すメロディのテンポとリズムは素直で、くせがない。

　音が豊かで、決して急がない完璧なリズムだ。

　私はうっとりと音に溺れた。






　伸びやかに広がる膨大な音符のさざ波は、無限に広がって終わりに向かう。

　それがドラマチックで、まるで生まれてから成長し、成熟して果てを迎える人の人生を思わせた。






　心地のいい演奏は、あっという間に終わりを迎えた。






　最後の音が響き消えると、ホールに沈黙が訪れる。

　呼吸するのも躊躇われるような静寂はほんの一瞬で、客席からは割れんばかりの拍手が沸き起こった。






　慧さんはゆっくりと立ち上がり、観客席に向かって深く一礼する。

　その瞬間、目が合った気がした。私が両手のひらを小さく揺らすと、ほんの一瞬、先輩の唇が小さく微笑む。距離があるのに、それがはっきりとわかって嬉しくなった。

　これは愛の力だな、なんて戯たわけたことを考えながら、私は力一杯に拍手をした。






　パチパチパチ――






　拍手が鳴りやまぬ中、先輩は舞台の袖へと消えていく。






　私は胸の高鳴りを抑えきれず、客席を後にした。

　向かうのは、彼のもと――控室へ。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　控室は、ひんやりとした静寂に包まれていた。






「慧さん……！」






　舞台の熱狂が遠く響く中、私は慧さんの背中に飛びつくように抱きついた。






「伶花。転びそうで怖くなる。走るな……」

「慧さん、演奏、よかったです……！」






　言葉が感情に追いつかない。

　演奏がよかったのはもちろんだけど、演奏を無事にできたことがすごく喜ばしいことだった。

　とにかく演奏がよくて……つまり、「演奏がよかった」に集約されるんだけど。

「ありがとう、伶花」

　私はつま先を伸ばし、そっと彼の唇にキスをした。

　控室の薄暗い光の中で、彼の体温が伝わる。

　慧さんは一瞬驚いたように目を見開いたが、すぐに優しく私の背を抱き返してくれた。

「こりゃ、最高のご褒美だ。俺の嫁さんは俺の喜ばせ方がよくわかってる」

　彼が笑うと、私もつられて笑った。

　お腹の赤ちゃんが動いた気がして手を当てると、慧さんの手が私の手に重なる。






　控室の外では、コンクールの結果発表が始まっていた。

　ロビーのスピーカーから、審査員の声が響く。

　私たちは手を繋ぎ、番号が呼ばれるのを待った。






　ひとり、またひとり。

　受賞者が呼ばれて、拍手と歓声が沸く。

　どきどきしながら受賞者に拍手して、やがて終わりを迎える。






　慧さんは、呼ばれなかった。






「……格好つかないな」

　慧さんは苦笑いしながら立ち上がる。

　燕尾服の裾を軽く払い、いつものように落ち着いた仕草で私の手を引いた。

「帰ろう、伶花。……ピアノが弾けてよかった。今日のために努力してきた人たちのコンクールが邪魔されなかった。それがなにより大事なんだ。俺は……」






　私は彼の心の内を理解できている気がして、そっと彼の手を握る手に力を籠めた。






「悔しいな」

　雨音のようにつぶやく本心が、私の胸にこだまする。

「本当は、逃げたかったんだ」

　その言葉は、私の知らない彼の昔を静かに打ち明けてくれた。

「あの頃、みんなが俺を誉めそやして、期待して、絶対に失敗しないと誰もが疑わなかった。俺は余裕ぶって笑ってて、ストイックぶって練習室に籠って、震えが止まらなくてミスタッチばかりする自分の手をどうしたらいいか悩んでた」

　そうだったの。

　私はショックを受けた。あの頃の彼はキラキラしていて、誰が見ても特別で、私とは何もかもが違っていて、プレッシャーも何も感じることなく、すごいことを成し遂げてしまうのだろうと思っていた。

　彼が無理していたなんて、全然――思いもしなかった。

「……情けないだろ」

「そんなことないです……あの……人間なんだなって思いましたよ。考えてみたら、当たり前っていうか……ありますよねプレッシャー。…………ありますよ……ね……」






　必死に言うと、彼は嬉しそうに眼を細めてくれた。






「俺は復讐という言い訳ができたのを幸いとピアノから逃げた。高くそびえる壁に余裕ぶって挑戦し続けるよりも、同情してもらえる言い訳をして別の道に逃げる方が楽だったんだ」

「えっと、わ、悪い人を捕まえようとして偉いなっていう見方だってありますよ……ネガティブよくない……」

「ブランクがあって、練習が足りていなかった。だから、この結果は当たり前だ。……以上、反省終わり。情けない言葉を聞いてくれてありがとう」






　彼はそう言って、気持ちを切り替えるように目を閉じた。

　心の重みをほどいて、ほんの少し預けてくれたみたい。

　そう思うと嬉しくなって、私は力強く頷いた。






「慧さん。情けないと思うあなたを曝さらけ出してくれてありがとうございます。私、すごく嬉しかったです」

　彼は過去から目を逸らすことなく自分と向き合って、未来へと進む。

　そして、その隣には私がいるんだ。私は彼を励まし、支えて生きていこう。

「あなたがピアノを弾いているのが好きです。……挑戦は一度で終わりじゃないから……って、挑戦もしない私が言うと、生意気に聞こえそうだけど」

「――ありがとう、伶花」






　彼は目を開けて、顔を上げ、前を向いてくれた。






「別のコンクールにも挑戦してみませんか、慧さん。参加できるやつ、片っ端から。山登りとか道場破りみたいなノリで続けましょう」

「はは……っ、それ、いいな。やるか」

「帰ったら作戦会議です！」






　了解、と囁いて、彼が私の額に触れる。

　鳥が挨拶するみたいな、自然なキスだ。






　前向きな光を宿す眼差しは凛としていて、もう歪んだ正義感や仇敵への殺意はどこにもない。

















ＥＤ．三人












　月日は流れ、季節は巡る。

　私は出産し、我が家は三人家族になった。






　休日の昼下がり。

　タワーマンションの最上階にある私たちの住む部屋は、快晴の青空から降り注ぐ陽光に満たされている。






　窓は少し開け放たれていて、爽やかな風が私と夫の黒髪を揺らした。

　新緑の香りを含んだ風は、心地いい。






　私の夫、慧さんは、ピアノを弾いている。

　部屋の中央に置かれたグランドピアノの前にいる彼は、白いシャツを着て、おんぶ紐で支えられた赤ちゃんを膝に乗せていた。

「優ゆう」と名付けられた私たちの赤ちゃんは、男の子だ。

　首筋に三つの小さな黒子を持って生まれてきたので、私は運命を感じている。

　たっぷり溺愛して、幸せにしてあげたい。






「だあ、だあ！」

　優は音楽が大好きだ。

　今も優の小さな手が慧の指が奏でるピアノの鍵盤に伸び、ばんばんと叩いては弾けるような笑い声を上げる。

「きゃあ！」

　もしかしたら、歌も歌っているのかも？

　慧さんの手をぱしぱしと叩いて、「それはパパの手だ」と笑われている。






　父子が奏でるピアノの背後の棚にはコンクールの優勝トロフィーが金色の光を放っていて、隣には藍色の帽子が置かれている。

　壁には私が撮った写真――都庁のストリートピアノを弾く慧さんの姿もある。






　慧さんの指が鍵盤を滑り、優の小さな手がそれを追いかける。

　ばん、ばん、ぼろん。

　可愛い音。私はにっこりして、バイオリンの音を寄り添わせた。






　不揃いな音が響き合う。






　曲は、優の大好きな『星に願いを』。

　明るい真昼の青空の彼方で、星はいつも煌めいている。きらきらと。







了
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